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現
代
自
由
主
義
社
会
に
お
け
る
寛
容

｜
｜
少
数
派
文
化
権
の
是
非
を
め
ぐ
る
一
考
窓
T
｜

松

アじ

雅

手口

一
は
じ
め
に

二
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
と
少
数
派
文
化
権
の
擁
護
｜
｜
キ
ム
リ
ツ
カ
の
場
合

三
古
典
的
寛
容
論
へ
の
回
帰
｜
｜
ク
カ
サ
ス
の
「
リ
ベ
ラ
ル
な
群
島
」
モ
デ
ル

四
現
代
自
由
主
義
社
会
に
お
け
る
文
化
的
寛
容
の
諸
問
題

五
終
わ
り
に

現代自由主義社会における寛容

は
じ
め
に

「
政
治
的
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム

（
と
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
一
般
）

の
歴
史
的
起
源
は
、

一
六
・
一
七
世
紀
の
宗
教
的
寛
容
を
め
ぐ
る
長
い
論
争

と
と
も
に
、
宗
教
改
革
と
そ
の
余
波
に
あ
る
」
（
同
m項目
ω
呂
志
一
員
一
己
）
と

J
・ロ

l
ル
ズ
が
述
べ
る
よ
う
に
、
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
歴

史
と
寛
容
の
歴
史
は
切
っ
て
も
切
り
離
せ
な
い
関
係
に
あ
る
。
寛
容
を
め
ぐ
る
諸
問
題
は
、
宗
教
改
革
と
宗
教
戦
争
の
過
程
で
政
治

的
論
争
の
全
面
に
登
場
し
、
そ
れ
以
降
西
欧
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
核
心
の
ひ
と
つ
で
あ
り
続
け
て
き
た
。
本
稿
は
、
以
上
の
リ
ベ
ラ
リ
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ズ
ム
と
寛
容
の
関
係
性
を
現
代
の
諸
条
件
の
も
と
で
再
検
討
す
る
試
み
で
あ
る
。

正
義
を
め
ぐ
る
諸
問
題
と
同
じ
く
、
寛
容
を
め
ぐ
る
諸
問
題
も
ま
た
、
特
定
の
歴
史
的
・
社
会
的
条
件
の
も
と
で
生
じ
る
問
題
で

（

2
）
 

あ
る
。
そ
の
条
件
を
、

S
・
メ
ン
ダ
ス
に
な
ら
っ
て
「
寛
容
の
環
境
」
三
月
日
ロ
ω
S
5
2
ぇ

zrst。
ロ
）
と
呼
ん
で
お
こ
う
。
メ

ン
ダ
ス
が
特
定
す
る
寛
容
の
環
境
と
は
、
第
一
に
「
嫌
悪
や
否
認
や
憎
悪
と
結
び
つ
い
た
多
様
性
と
い
う
環
境
」
、
第
二
に
「
寛
容

の
主
体
が
干
渉
し
た
り
影
響
を
与
え
た
り
、
不
快
感
を
与
え
る
慣
習
を
一
掃
す
る
能
力
を
持
っ
て
い
る
が
、
し
か
し
そ
の
権
力
を
行

使
し
な
い
、
と
い
う
環
境
」
で
あ
る
（
冨

o
E
5
5窓
口
∞
ー
ぞ
一
一
一
一
ー
ー
一
五
）
。
第
一
の
環
境
は
、
相
対
立
す
る
善
き
生
の
目
標
を
有

す
る
諸
集
団
が
同
一
社
会
内
に
複
数
並
存
し
て
い
る
状
況
を
指
し
て
い
る
（
多
様
性
の
存
在
）
。
第
二
の
環
境
は
、
そ
う
し
た
諸
集
団

の
あ
い
だ
で
歴
然
と
し
た
力
関
係
の
不
平
等
が
存
在
し
て
い
る
状
況
を
指
し
て
い
る
（
権
力
の
不
均
衡
）
。
一
六
・
一
七
世
紀
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
寛
容
を
め
ぐ
る
諸
問
題
が
全
面
化
し
た
の
は
、
当
時
の
歴
史
的
・
社
会
的
条
件
が
こ
れ
ら
二
つ
の
環
境
に
合
致
し
て
い
た

か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
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そ
れ
で
は
、
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
と
寛
容
の
関
係
性
を
現
代
の
諸
条
件
の
も
と
で
再
検
討
す
る
さ
い
に
注
目
さ
れ
る
「
寛
容
の
環
境
」

と
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
第
一
に
、
一
社
会
内
に
お
け
る
文
化
的
多
様
性
の
存
在
が
あ
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
先
住
民
の
発
言
力
が
急

速
に
高
ま
り
つ
つ
あ
る
こ
と
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
で
旧
植
民
地
か
ら
の
移
民
が
急
増
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
波
を

受
け
て
移
民
の
国
際
的
移
動
が
増
大
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
の
結
果
、
た
と
え
ば
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
は
二

0
0

七
年
五
月
時
点
で
非
白
人
系
少
数
派
の
人
口
が
総
人
口
の
三
分
の
一
に
当
た
る
一
億
人
を
突
破
し
、
イ
ギ
リ
ス
で
も
二

O
O
一
年
時

点
で
総
人
口
の
七
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
に
当
た
る
約
四
六
四
万
人
が
エ
ス
ニ
ッ
ク
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
出
自
で
あ
っ
た
。

一
社
会
内
に
お
け
る
文
化
集
団
の
あ
い
だ
の
権
力
の
不
均
衡
が
あ
る
。

国
家
の
モ
デ
ル
は
、
現
代
自
由
主
義
社
会
で
は
優
勢
で
は
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
実
際
は
、
市
民
権
政
策
、
言
語
法
、
教
育
政
策
、

公
職
へ
の
雇
用
、
権
力
の
中
央
集
権
化
、
全
国
規
模
の
メ
デ
ィ
ア
、
象
徴
、
休
日
の
制
定
、
兵
役
等
の
政
策
と
い
っ
た
ネ
イ
シ
ヨ

第
二
に
、

一
民
族
と
一
国
家
が
重
な
り
合
う
従
来
の
国
民



ン
・
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
の
事
業
を
通
じ
て
、
文
化
的
少
数
派
は
、
こ
う
し
た
国
家
規
模
で
の
同
化
圧
力
に
日
常
的
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る

（
同
ヨ
邑
W
E
N
O
O
N
υ
ω
白
金
五
一
一
一
二
）
。
多
数
派
と
の
明
白
な
権
力
関
係
の
不
均
衡
の
な
か
で
、
彼
ら
は
特
別
な
施
策
が
な
い
か
ぎ
り
不

利
な
社
会
的
立
場
を
耐
え
ざ
る
を
え
な
い
。

き
て
、
以
上
の
歴
史
的
・
社
会
的
条
件
の
も
と
で
、
現
代
自
由
主
義
社
会
お
け
る
文
化
的
寛
容
は
い
か
な
る
形
態
を
取
る
べ
き
で

あ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は
、
そ
れ
を
と
く
に
少
数
派
文
化
権
（
自
宮
。
江
守

2
＝R
m
－EmEω
）
の
是
非
の
観
点
か
ら
考
察
し
て
み
た
い
D

少
数
派
文
化
権
と
は
、
少
数
派
文
化
の
存
続
と
繁
栄
を
図
る
た
め
の
新
た
な
権
利
概
念
と
し
て
、
自
由
主
義
社
会
の
各
国
で
導
入
が

（

3
）
 

図
ら
れ
て
い
る
。
現
代
社
会
を
取
り
巻
く
「
寛
容
の
環
境
」
に
対
処
す
る
た
め
の
一
方
策
と
し
て
少
数
派
文
化
権
が
有
望
で
あ
る
こ

と
に
つ
い
て
は
、
リ
ベ
ラ
ル
な
政
治
理
論
家
の
あ
い
だ
で
も
大
ま
か
な
一
致
が
あ
る
（
出
。
2
8
5＠
ω）
。
彼
ら
の
あ
い
だ
で
意
見
が

現代自由主義社会における寛容

分
か
れ
る
の
は
、
そ
の
内
実
に
つ
い
て
で
あ
る
。
本
稿
で
は
と
く
に
、
同
じ
リ
ベ
ラ
ル
の
陣
営
に
あ
る
W
・
キ
ム
リ
ッ
カ
と
C
・
ク

カ
サ
ス
の
違
い
を
手
が
か
り
と
し
な
が
ら
、
現
代
自
由
主
義
社
会
に
お
け
る
文
化
的
寛
容
の
諸
問
題
に
接
近
し
て
み
た
い
。

両
者
の
意
見
の
違
い
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
要
約
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
キ
ム
リ
ッ
カ
は
リ
ベ
ラ
ル
な
自
律
の
見
地
か
ら
少
数
派
文
化

権
を
正
当
化
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
に
た
い
し
、
ク
カ
サ
ス
は
リ
ベ
ラ
ル
な
寛
容
の
見
地
か
ら
少
数
派
文
化
権
を
正
当
化
し
よ
う
と

し
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
第
二
節
で
キ
ム
リ
ッ
カ
の
議
論
を
紹
介
し
、
第
三
節
で
そ
の
対
案
と
し
て
ク
カ
サ
ス
の
議
論
を
紹
介
す
る
。

つ
い
で
第
四
節
で
、
ク
カ
サ
ス
の
議
論
に
向
け
ら
れ
る
二
つ
の
異
論
を
手
が
か
り
に
現
代
自
由
主
義
社
会
に
お
け
る
文
化
的
寛
容
の

諸
問
題
を
明
ら
か
に
し
、
最
後
に
ク
カ
サ
ス
の
議
論
に
代
わ
る
文
化
的
寛
容
の
モ
デ
ル
を
提
示
す
る
。

リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
と
少
数
派
文
化
権
の
擁
護

i
lキ
ム
リ
ッ
カ
の
場
合

少
数
派
文
化
権
は
、
現
在
「
多
文
化
主
義
」
（
自
己
号
巳
Z
S
E
m
B）
と
い
う
主
義
主
張
の
も
と
で
積
極
的
に
擁
護
さ
れ
て
い
る
。
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8) 

一
九
六

0
年
代
後
半
か
ら
カ
ナ
ダ
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・
イ
ギ
リ
ス
等
の
国
々
で
漸
次
採
用

が
始
め
ら
れ
た
、
自
国
内
の
少
数
派
文
化
の
保
護
政
策
を
積
極
的
に
推
進
し
よ
う
と
す
る
考
え
方
の
こ
と
で
あ
る
。
リ
ベ
ラ
ル
な
政

治
理
論
家
の
な
か
で
い
ち
早
く
多
文
化
主
義
の
重
要
性
に
着
目
し
、
少
数
派
文
化
権
の
正
当
性
を
論
証
し
よ
う
と
し
た
の
が
キ
ム
リ

52 

多
文
化
主
義
と
は
、

法学研究82巻8号（2009

ツ
カ
で
あ
る
。

キ
ム
リ
ッ
カ
が
大
学
院
生
で
あ
っ
た
一
九
八

0
年
代
の
英
米
圏
で
は
、
多
文
化
主
義
の
理
論
と
実
践
に
た
い
し
て
多
く
の
リ
ベ
ラ

ル
が
懐
疑
的
で
あ
っ
た
。
当
時
は
い
わ
ゆ
る
リ
ベ
ラ
ル
・
コ
ミ
ユ
ニ
タ
リ
ア
ン
論
争
が
政
治
理
論
の
中
心
的
な
争
点
と
な
っ
て
お
り
、

そ
の
な
か
で
多
文
化
主
義
は
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
よ
り
は
む
し
ろ
コ
ミ
ユ
ニ
タ
リ
ア
ニ
ズ
ム
に
近
い
も
の
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
の
で

あ
る
（
同
司
自
民
。
E
N
O
O
N
H
S・∞

g
。・

5
。
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
時
代
に
ロ

l
ル
ズ
、

J
・
ラ
ズ
、

R
・
ド
ゥ
オ

l
キ
ン
ら
の

リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
を
摂
取
し
た
キ
ム
リ
ッ
カ
は
、
一
方
で
故
郷
カ
ナ
ダ
の
多
文
化
主
義
の
理
論
と
実
践
に
多
く
の
リ
ベ
ラ
ル
が
懐
疑
的

（

4
）
 

で
あ
っ
た
こ
と
に
不
満
を
感
じ
て
い
た
。
そ
こ
で
彼
は
、
多
文
化
主
義
が
コ
ミ
ユ
ニ
タ
リ
ア
ニ
ズ
ム
よ
り
は
む
し
ろ
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム

と
親
和
的
で
あ
る
こ
と
を
示
そ
う
と
し
て
、
博
士
論
文
と
そ
れ
を
も
と
に
し
た
『
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
・
共
同
体
・
文
化
』
（
同
吉
正
。

E

5
g）
を
執
筆
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
タ
イ
ト
ル
に
は
、
多
文
化
主
義
を
コ
ミ
ユ
ニ
タ
リ
ア
ニ
ズ
ム
で
は
な
く
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
な

か
に
位
置
づ
け
な
お
そ
う
と
す
る
キ
ム
リ
ッ
カ
の
意
図
が
率
直
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。

彼
が
そ
こ
で
行
っ
た
議
論
と
は
、
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
根
本
に
は
個
々
人
の
自
律
（

g
gロO
百
三
へ
の
配
慮
が
あ
り
、
そ
の
配
慮

（

5
）
 

は
少
数
派
文
化
権
を
排
除
す
る
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
正
当
化
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
自
律
と
は
、
端
的
に
言
え
ば
「
選
択

す
る
能
力
」
、
す
な
わ
ち
、
豊
富
に
存
在
す
る
選
択
肢
の
な
か
か
ら
、
自
ら
の
生
の
目
標
と
方
向
性
を
自
分
自
身
の
意
志
に
よ
っ
て

決
断
す
る
能
力
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
能
力
を
保
障
す
る
た
め
、
リ
ベ
ラ
ル
は
伝
統
的
に
言
論
の
自
由
や
結
社
の
自
由
、
教
育
機
会

の
保
障
な
ど
を
掲
げ
て
き
た
。
し
か
し
キ
ム
リ
ッ
カ
は
、
こ
れ
に
加
え
て
、
個
々
人
が
自
律
的
に
振
舞
う
た
め
に
は
そ
の
人
が
所
属

す
る
文
化
の
存
続
と
繁
栄
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。



現代自由主義社会における寛容

自
律
の
条
件
に
自
文
化
が
必
要
に
な
る
理
由
は
、
そ
れ
が
人
々
に
と
っ
て
の
「
選
択
の
文
脈
」
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
い

ざ
人
々
が
自
律
的
選
択
を
行
お
う
と
し
て
も
、
彼
ら
に
と
っ
て
選
択
に
値
す
る
有
意
味
な
選
択
肢
が
手
元
に
存
在
し
な
け
れ
ば
、
選

択
の
機
会
自
体
が
意
味
を
失
っ
て
し
ま
う
。
そ
し
て
こ
の
有
意
味
な
生
の
選
択
肢
を
人
々
に
提
供
す
る
も
の
こ
そ
が
、
人
々
の
属
す

る
文
化
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
も
し
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
「
選
択
の
文
脈
」
と
し
て
の
自
文
化
を
失
い
つ
つ
あ
る
文
化
的
少
数

派
に
た
い
し
て
は
、
彼
ら
の
文
化
を
保
護
し
支
援
す
る
た
め
の
少
数
派
文
化
権
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
。
こ
の
意
味
で
、
リ
ベ
ラ
ル

の
自
律
へ
の
配
慮
は
、
多
文
化
主
義
者
の
少
数
派
文
化
へ
の
配
慮
と
表
裏
一
体
で
あ
る
。

し
か
し
、
も
し
キ
ム
リ
ッ
カ
の
少
数
派
文
化
権
の
擁
護
が
リ
ベ
ラ
ル
な
自
律
の
理
念
を
基
礎
と
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
構
成
員

の
自
律
を
抑
圧
す
る
文
化
慣
習
に
た
い
し
て
は
ど
の
よ
う
に
対
処
す
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
た
と
え
ば
、
自
文
化
の
存
続
と
繁
栄

を
確
た
る
も
の
と
す
る
た
め
、
構
成
員
が
そ
の
文
化
を
離
脱
す
る
こ
と
を
制
約
す
る
、
あ
る
い
は
構
成
員
の
子
供
に
た
い
し
て
限
ら

（

6
）
 

れ
た
教
育
機
会
し
か
提
供
し
な
い
よ
う
な
文
化
慣
習
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
慣
習
に
た
い
し
て
キ
ム
リ
ッ
カ
が
下
す
診
断
は
簡

明
直
裁
で
あ
る
。
構
成
員
個
々
人
の
自
律
を
重
視
し
な
い
少
数
派
文
化
は
、
保
護
と
支
援
に
値
し
な
い
。
そ
も
そ
も
個
々
人
の
自
律

の
条
件
を
整
え
よ
う
と
い
う
の
が
問
題
の
根
本
に
あ
る
の
だ
か
ら
、
キ
ム
リ
ッ
カ
が
保
護
と
支
援
の
対
象
と
す
る
少
数
派
文
化
は
、

そ
の
構
成
員
に
た
い
し
て
一
定
の
自
律
を
認
め
て
い
る
と
い
う
点
で
、
す
で
に
（
部
分
的
に
）
リ
ベ
ラ
ル
化
さ
れ
た
文
化
の
み
で
あ

る
。
少
数
派
文
化
の
存
続
と
繁
栄
は
、
あ
く
ま
で
個
々
人
の
自
律
成
就
の
た
め
の
手
段
に
す
ぎ
な
い
。
「
あ
る
種
の
少
数
派
の
権
利

は
個
人
の
自
律
を
支
持
す
る
よ
り
も
蝕
む
こ
と
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
。
：
：
：
そ
れ
ゆ
え
、
多
文
化
主
義
の
リ
ベ
ラ
ル
な
擁
護
者
が

直
面
す
る
決
定
的
な
問
題
は
、
個
人
の
権
利
の
制
約
を
意
味
す
る
『
悪
い
』
少
数
派
の
権
利
と
、
個
人
の
権
利
を
補
完
す
る
と
見
な

さ
れ
う
る
「
良
い
』
少
数
派
の
権
利
と
を
区
別
す
る
こ
と
で
あ
る
」
（
関
当
巳
W
E
N
O
O
N
ゐ
き
＼
四
九
二
）
。

こ
の
区
別
を
明
確
に
す
る
た
め
、
キ
ム
リ
ッ
カ
は
少
数
派
文
化
権
を
以
下
の
二
つ
に
分
類
す
る
（
同
司
自
民
の

g
s
g川島・
ω
認の－

r

N
O
O
N
い
の
『
・
∞

ωAwn－
N
）。
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・
外
的
保
護
（
員
同
2
5
J
g
Z
2
Zロ
）
。
集
団
を
外
部
の
決
定
に
よ
る
衝
撃
か
ら
保
護
す
る
こ
と
を
意
図
す
る
。

・
内
的
制
約
（
E
R
B包
括

ω
E♀
古
ロ
）
。
集
団
を
内
部
の
異
論
の
も
た
ら
す
不
安
定
化
か
ら
保
護
す
る
こ
と
を
意
図
す
る
。

前
者
の
「
良
い
」
少
数
派
の
権
利
は
「
選
択
の
文
脈
」
と
し
て
の
少
数
派
文
化
を
保
護
す
る
こ
と
で
、
構
成
員
の
自
律
を
促
進
す
る

こ
と
を
意
図
し
て
い
る
が
、
逆
に
後
者
の
「
悪
い
」
少
数
派
の
権
利
は
構
成
員
の
自
律
を
抑
圧
す
る
こ
と
で
、
少
数
派
文
化
を
保
護

す
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
る
。
ど
ち
ら
も
少
数
派
文
化
の
維
持
と
繁
栄
に
資
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
後
者
の
内
的
制
約
は
文
化
構
成

員
の
自
律
の
抑
圧
を
含
ん
で
い
る
点
で
、
リ
ベ
ラ
ル
な
自
律
の
理
念
と
相
容
れ
な
い
。
「
個
人
の
自
律
に
コ
ミ
ッ
ト
し
て
い
る
こ
と

を
考
慮
す
る
と
、
リ
ベ
ラ
ル
は
、
内
的
制
約
の
要
求
に
懐
疑
的
で
あ
る
べ
き
だ
と
思
わ
れ
る
」
（
間
当
邑
W
E
N
O
O
N
H
g
N＼
四
九
四
）
。

逆
に
言
え
ば
、
そ
の
射
程
を
前
者
の
外
的
保
護
に
限
定
す
る
か
ぎ
り
、
少
数
派
文
化
権
は
リ
ベ
ラ
ル
な
自
律
の
理
念
か
ら
首
尾
一
貫

し
て
正
当
化
で
き
る
と
い
う
の
が
キ
ム
リ
ッ
カ
の
議
論
の
骨
子
で
あ
る
。

54 

古
典
的
寛
容
論
へ
の
回
帰
｜
｜
ク
カ
サ
ス
の
「
リ
ベ
ラ
ル
な
群
島
」
モ
デ
ル

以
上
の
よ
う
に
、
キ
ム
リ
ッ
カ
は
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
根
本
に
は
個
々
人
の
自
律
へ
の
配
慮
が
あ
る
と
見
、
そ
こ
か
ら
理
論
内
在
的

に
（
特
定
の
）
少
数
派
文
化
権
の
正
当
性
を
論
証
し
て
み
せ
た
。
以
上
の
キ
ム
リ
ッ
カ
の
議
論
に
た
い
し
て
、
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
陣

（

7
〉

営
で
真
正
面
か
ら
異
を
唱
え
た
の
が
ク
カ
サ
ス
で
あ
る
。
た
し
か
に
ク
カ
サ
ス
は
つ
ぎ
の
点
で
キ
ム
リ
ッ
カ
と
同
じ
見
解
に
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
少
数
派
文
化
権
を
擁
護
す
る
多
文
化
主
義
の
登
場
は
、
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
限
界
（
あ
る
い
は
コ
ミ
ユ
ニ
タ
リ
ア
ニ
ズ
ム
の

意
義
）
を
示
す
も
の
で
は
ま
っ
た
く
な
い
。
む
し
ろ
リ
ベ
ラ
ル
は
自
身
の
根
本
原
理
に
従
っ
て
、
少
数
派
文
化
権
を
正
当
化
す
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
「
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
と
は
根
本
的
に
多
文
化
主
義
の
理
論
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
道
徳
的
・
宗
教
的
・
文

化
的
多
元
性
の
事
実
に
た
い
す
る
哲
学
的
応
答
で
あ
る
」
（
同
g
E
P
8
5ミ
7
5介丘－
H
S？
S
O）
。
け
れ
ど
も
、
ク
カ
サ
ス
は
キ



ム
リ
ッ
カ
と
異
な
り
、
リ
ベ
ラ
ル
な
自
律
の
理
念
で
は
な
く
リ
ベ
ラ
ル
な
寛
容
の
理
念
に
訴
え
る
こ
と
で
、
少
数
派
文
化
権
を
正
当

の
ち
に
見
る
よ
う
に
、
両
者
が
正
当
化
し
よ
う
と
す
る
少
数
派
文
化
権
の
内
実
に
重
要

化
し
よ
う
と
す
る
。
そ
し
て
こ
の
違
い
は
、

な
違
い
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
る
。

ク
カ
サ
ス
の
議
論
は
以
下
の
論
理
に
従
っ
て
い
る
。

（
こ
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
思
想
の
根
本
に
あ
る
の
は
自
律
で
は
な
く
寛
容
で
あ
る

冒
頭
に
引
用
し
た
ロ

l
ル
ズ
と
同
じ
く
、

ク
カ
サ
ス
は
現
代
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
源
流
を
一
六
・
一
七
世
紀
の
宗
教
改
革
と
宗
教
戦

争
に
見
る
。
こ
の
点
で
彼
は
、
そ
の
源
流
を
一
八
・
一
九
世
紀
の
啓
蒙
思
想
（
カ
ン
ト
、
フ
ン
ボ
ル
ト
、
ミ
ル
）
に
見
る
自
律
の
リ
ベ

（

8
）
 

ラ
リ
ズ
ム
の
陣
営
に
は
与
し
な
い
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
解
釈
が
あ
く
ま
で
特
定
の
解
釈
で
あ
る
こ
と
を
断
り
つ
つ
も
、
「
リ
ベ
ラ
リ

（

9
）
 

ズ
ム
に
と
っ
て
根
本
的
な
価
値
と
は
寛
容
で
あ
る
」
（
関
口
E
P
S
M
o
gゐ
ω）
と
主
張
す
る
。
ク
カ
サ
ス
に
よ
れ
ば
、
こ
の
意
味
で

の
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
源
流
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
宗
教
改
革
と
宗
教
戦
争
の
経
験
に
さ
か
の
ぼ
る
も
の
で
あ
り
、

J
・
ロ
ッ
ク
の

『
寛
容
書
簡
」
（
一
六
八
五
年
）
と

P
・ベ

l
ル
の

『
哲
学
的
注
解
』
（
一
六
八
七
年
）
が
そ
の
代
表
作
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る

現代自由主義社会における寛容

（関口－
s
s
m
m
N
C
C
W
ω
タ

NaN）0

な
ぜ
ク
カ
サ
ス
が
リ
ベ
ラ
ル
な
寛
容
の
理
念
を
重
視
す
る
か
と
い
え
ば
、
リ
ベ
ラ
ル
な
自
律
の
理
念
は
現
代
自
由
主
義
社
会
を
彩

る
多
様
性
や
多
元
性
と
う
ま
く
折
り
合
わ
な
い
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
（
同
区
E
5
8
8
8
υ
旬
。

1
2）
。
彼
の
見
方
で
は
、
自
律
と
い

う
理
想
は
き
わ
め
て
文
化
特
殊
的
な
も
の
で
あ
っ
て
、
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
を
自
律
の
理
念
か
ら
定
義
す
る
な
ら
、
現
存
す
る
あ
ま
り
に

多
く
の
文
化
を
排
除
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
と
は
何
よ
り
も
ま
ず
社
会
の
多
様
性
や
多
元
性
と
向
き
合
う
た

め
の
思
想
で
あ
り
、
そ
れ
は
自
律
よ
り
も
寛
容
を
核
心
と
す
る
こ
と
で
も
っ
と
も
よ
く
果
た
さ
れ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
ク
カ
サ
ス

は
ロ

l
ル
ズ
に
な
ら
っ
て
、
自
律
の
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
を
包
括
的
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
、
寛
容
の
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
を
政
治
的
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム

55 



と
呼
ぴ
、
こ
の
区
別
を
明
確
に
し
て
い
る
（
関
口
E
F
8
5
s
w
a
p
N
o
g
L∞lM戸
店

N・
NSlω
・
N白印）。
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現
代
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
源
流
を
宗
教
改
革
と
宗
教
戦
争
の
経
験
に
見
出
す
か
、
あ
る
い
は
啓
蒙
思
想
に
見
出
す
か
に
つ
い
て
の
検

討
は
こ
こ
で
の
課
題
で
は
な
い
。
た
だ
し
、
ロ
ー
ル
ズ
『
正
義
論
」
の
出
版
以
降
、
現
代
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
が
自
律
の
理
念
を
重
視
す

る
包
括
的
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
を
中
心
に
発
展
し
て
き
た
の
は
事
実
で
あ
り
、
キ
ム
リ
ッ
カ
の
議
論
も
こ
の
発
展
の
一
部
で
あ
る
。
ク
カ

（叩）

の
ち
に
ロ

l
ル
ズ
も
賛
同
す
る
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
政
治
的
転
回
を
示
唆
す
る
こ
と
で
、
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
核
心
を
自
律
か

サ
ス
は
、

ら
寛
容
へ
と
引
き
戻
し
た
の
で
あ
る
。

（
二
）
リ
ベ
ラ
ル
な
寛
容
の
理
念
は
、
個
々
人
の
良
心
お
よ
び
結
社
の
自
由
を
導
く

そ
れ
で
は
、
リ
ベ
ラ
ル
な
寛
容
の
理
念
に
基
づ
く
社
会
と
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
第
一
に
、
そ
れ
は
個
々
人
の
良
心
の

自
由
を
最
大
限
に
擁
護
す
る
社
会
で
あ
る
。
「
リ
ベ
ラ
ル
な
寛
容
の
理
想
の
核
心
に
あ
る
の
は
、
良
心
の
自
由
と
い
う
価
値
で
あ
る
」

ク
カ
サ
ス
が
自
律
と
良
心
の
自
由
の
あ
い
だ
に
明
確
な
一
線
を
引
い
て
い
る
こ

（同ロ－
s
S
S
M
o
g
n
N印
）
。
こ
こ
で
重
要
な
こ
と
は
、

と
で
あ
る
。
良
心
の
自
由
と
は
、
自
己
の
現
状
を
反
省
的
に
考
察
し
、
新
た
な
自
己
を
獲
得
す
る
自
己
選
択
能
力
と
し
て
の
自
律
を

ク
カ
サ
ス
の
支
持
す
る
自
由
と
は
あ
く
ま
で
も
外
的
障
害
の
欠
如
を
意
味

意
味
す
る
も
の
で
は
ま
っ
た
く
な
い
。

い
い
か
え
れ
ば
、

す
る
消
極
的
自
由
に
留
ま
る
も
の
で
あ
り
、
自
己
支
配
を
意
味
す
る
積
極
的
自
由
を
含
む
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

「
自
由
な
社
会
と
は
選
択
主
体
（
の
E
8
0
3）
か
ら
な
る
社
会
の
こ
と
で
は
な
い
。
：
：
：
内
的
自
由
と
は
自
律
や
自
主
独
往
の
こ
と

で
は
な
い
。
そ
れ
は
良
心
の
自
由
の
こ
と
な
の
で
あ
る
」
（
関
口
w
m
F
8
8
8
L
Z）。

こ
の
意
味
で
理
解
さ
れ
た
良
心
の
自
由
は
、
リ
ベ
ラ
ル
な
自
律
の
理
念
よ
り
も
は
る
か
に
広
く
共
有
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

先
に
触
れ
た
と
お
り
、
近
代
啓
蒙
思
想
の
産
物
で
あ
る
と
い
う
点
で
、
自
律
は
ひ
と
つ
の
文
化
的
バ
イ
ア
ス
を
免
れ
な
い
。
し
か
し

ク
カ
サ
ス
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
と
は
対
照
的
に
、
良
心
の
自
由
は
自
由
主
義
社
会
の
構
成
員
の
み
な
ら
ず
人
類
に
と
っ
て
の
普
遍
的
な



利
益
と
い
え
る
も
の
で
あ
り
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ア
ボ
リ
ジ
ニ
、

一
五
世
紀
の
侍
、
イ
ボ
族
、
二

O
世
紀
ダ
プ
リ
ン
在
住
の
カ
ト

リ
ッ
ク
系
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ハ
シ
ド
派
ユ
ダ
ヤ
人
、
テ
キ
サ
ス
の
ブ
ラ
ン
チ
・
ダ
ヴ
イ
デ
イ
ア
ン
の
あ
い
だ
で

さ
え
共
通
に
見
ら
れ
る
利
益
で
あ
る
と
い
う
（
関
口
S
F
g
N
O
S
H
切切）。

第
二
に
、
良
心
の
自
由
は
結
社
の
自
由
と
し
て
制
度
化
さ
れ
る
。
「
リ
ベ
ラ
ル
な
体
制
が
寛
容
を
支
持
す
る
方
法
は
、
人
々
が
自

分
た
ち
の
思
う
ま
ま
に
ー

l
良
心
に
従
っ
て
l
l
l生
き
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
た
め
、
結
社
の
自
由
を
保
護
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
で

あ
る
」
（
同
g
E
P
S
M
o
g
h
g。
良
心
の
自
由
は
個
々
人
相
互
に
異
な
る
。
そ
こ
で
、
個
々
人
が
共
同
で
社
会
生
活
を
営
む
た
め
に

は
、
外
部
か
ら
の
干
渉
を
受
け
ず
に
自
分
の
良
心
に
矛
盾
し
な
い
人
間
と
結
合
す
る
自
由
を
も
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
い

っ
た
ん
特
定
の
行
き
方
に
賛
同
す
る
個
々
人
か
ら
成
る
結
社
が
形
成
さ
れ
る
な
ら
、
外
部
は
そ
れ
に
干
渉
を
行
う
こ
と
は
許
さ
れ
な

い
。
良
心
の
自
由
を
尊
重
す
る
社
会
は
、
結
社
の
自
由
を
尊
重
す
る
社
会
で
あ
る
。

現代自由主義社会における寛容

（
三
）
文
化
共
同
体
は
、
個
々
人
の
良
心
お
よ
び
結
社
の
自
由
に
基
づ
く
私
的
結
社
と
し
て
理
解
さ
れ
べ
き
で
あ
る

以
上
の
よ
う
に
、
リ
ベ
ラ
ル
な
寛
容
の
理
念
は
良
心
お
よ
び
結
社
の
自
由
の
保
障
を
通
じ
て
具
体
化
さ
れ
る
。
こ
の
観
点
か
ら
、

ク
カ
サ
ス
は
文
化
共
同
体
を
｜
｜
少
数
派
・
多
数
派
を
問
わ
ず
｜
｜
個
々
人
の
良
心
お
よ
び
結
社
の
自
由
に
基
づ
く
私
的
結
社
と
見

な
し
て
い
る
。
「
文
化
共
同
体
は
、
構
成
員
が
結
社
の
条
件
と
そ
れ
を
支
え
る
権
威
と
を
正
統
で
あ
る
と
承
認
し
て
い
る
か
ぎ
り
に

お
い
て
、
自
発
的
結
社
と
見
な
せ
る
だ
ろ
う
」
（
関
口
E
5
8
5
S
R
口
白
）
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
こ
で
の
問
題
の
一
つ
は
、
い
わ
ゆ
る
自

発
的
結
社
と
異
な
り
、
文
化
へ
の
帰
属
が
自
己
選
択
の
範
鴫
で
な
く
社
会
的
環
境
の
一
部
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（
松
元
二

0
0
七
一
第
五
章
第
E
節
）
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ク
カ
サ
ス
は
私
的
結
社
と
い
う
メ
タ
フ
ァ

l
に
固
執
す
る
。
人
々
が
文
化
共
同
体

を
離
れ
な
い
と
い
う
選
択
を
し
て
い
る
な
ら
、
自
発
性
の
条
件
と
し
て
は
そ
れ
で
十
分
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
構
成
員
が
結
社
の

条
件
と
そ
れ
を
支
え
る
権
威
と
を
正
統
で
あ
る
と
承
認
し
て
い
る
」
こ
と
を
「
認
め
る
証
拠
と
し
て
必
要
な
の
は
た
だ
、
構
成
員
が

57 



法学研究82巻8号（2009:8) 

離
れ
な
い
こ
と
を
選
ん
で
い
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
」
（
同
g
E
5
8
5
S
R
＝
∞
）
。
こ
の
意
味
で
結
社
の
自
由
は
、
第
一
義
的
に
は

（日）

結
社
へ
の
参
入
の
自
由
と
い
う
よ
り
は
結
社
か
ら
の
離
脱
の
自
由
と
し
て
理
解
す
べ
き
で
あ
る
（
同
C
E
S
S
M
o
g
L
E）。

文
化
共
同
体
が
私
的
結
社
で
あ
る
以
上
、
そ
の
存
続
は
、
ひ
と
え
に
ど
れ
だ
け
の
人
間
を
結
社
内
に
引
き
止
め
て
お
け
る
か
に
か

か
っ
て
い
る
。
こ
の
結
社
の
自
由
が
文
化
的
少
数
派
に
も
保
障
さ
れ
て
い
る
か
ぎ
り
、
そ
れ
を
超
え
た
少
数
派
文
化
権
は
必
要
と
さ

れ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
う
し
た
文
化
の
保
護
や
支
援
が
な
く
と
も
、
当
の
文
化
に
人
々
を
引
き
つ
け
る
魅
力
さ
え
あ
れ
ば
、
国
家

の
手
を
借
り
ず
と
も
存
続
す
る
こ
と
は
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
（
関
口
－
8
5
8
N
0
8斗
∞
）
。
逆
に
言
え
ば
、
万
人
に
結
社
の

自
由
が
認
め
ら
れ
な
が
ら
も
、
な
お
そ
の
存
続
に
国
家
の
保
護
や
支
援
を
借
り
ざ
る
を
え
な
い
文
化
は
、
そ
も
そ
も
存
続
す
る
に
値

し
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
リ
ベ
ラ
ル
な
自
律
の
観
点
か
ら
外
的
保
護
を
正
当
化
す
る
キ
ム
リ
ッ
カ
と
は
異
な
り
、
リ
ベ
ラ
ル
な
寛
容
の

観
点
に
立
脚
す
る
ク
カ
サ
ス
は
そ
う
し
た
国
家
の
保
護
や
支
援
の
正
当
性
を
認
め
な
い
。
「
国
家
は
、
ど
の
文
化
が
生
き
残
り
、
ど

の
文
化
が
死
滅
し
、
ど
の
文
化
が
変
容
す
る
か
と
い
っ
た
こ
と
を
決
定
す
る
仕
事
に
携
わ
る
べ
き
で
な
い
」
（
同
E
E
F
8
8
8一

回
N
）
。
良
心
お
よ
び
結
社
の
自
由
を
個
々
人
に
保
障
す
る
以
外
に
、
少
数
派
文
化
の
存
続
と
繁
栄
を
図
る
さ
ら
な
る
積
極
的
施
策
が
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必
要
と
な
る
わ
け
で
は
な
い
。

（
四
）
私
的
結
社
と
し
て
の
少
数
派
文
化
に
は
、
外
的
保
護
と
し
て
の
少
数
派
文
化
権
が
認
め
ら
れ
な
い

以
上
の
理
由
か
ら
、
ク
カ
サ
ス
に
と
っ
て
、
外
部
の
決
定
に
よ
る
衝
撃
か
ら
集
団
を
保
護
す
る
た
め
の
少
数
派
文
化
権
｜
｜
外
的

保
護
i
｜
は
認
め
ら
れ
な
い
。
「
多
文
化
社
会
と
は
、
集
団
の
多
様
性
に
対
応
す
る
が
、
ど
の
集
団
に
も
文
化
の
維
持
や
保
存
の
権

利
を
認
め
な
い
社
会
の
こ
と
で
あ
る
。
／
別
の
言
い
方
を
す
れ
ば
、
こ
の
多
文
化
主
義
観
で
は
い
か
な
る
文
化
的
権
利
も
存
在
し
な

い
。
集
団
・
宗
教
・
文
化
的
伝
統
は
結
局
、
彼
ら
自
身
の
資
源
で
生
き
残
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
：
：
：
こ
れ
は
文
化
集
団
に
大
し

た
承
認
を
認
め
ず
、
も
ち
ろ
ん
外
的
保
護
も
ほ
と
ん
ど
認
め
な
い
」
（
関
口
E
F
8
8
2
込
N）
。
国
家
の
役
割
は
個
々
人
の
良
心
お
よ



び
結
社
の
自
由
を
保
障
す
る
こ
と
、
そ
し
て
結
社
問
の
平
和
的
共
存
を
維
持
す
る
こ
と
で
あ
り
、
ど
の
結
社
が
存
続
と
繁
栄
に
値
す

る
か
を
決
定
す
る
こ
と
で
は
な
い
。
こ
れ
は
リ
ベ
ラ
ル
な
寛
容
の
理
念
に
基
づ
く
中
立
的
国
家
で
あ
る
。

こ
う
し
て
、
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
は
差
異
の
政
治
な
ら
ぬ
「
無
関
心
の
政
治
」
（
任
命
吉
宮
貯
ω
え
宮
岳
民
2
8
8）
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け

ら
れ
る
D

「
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
は
、
個
人
が
属
し
て
い
る
集
団
に
た
い
し
て
は
無
関
心
で
あ
る
」
（
関
長
一
S
F
8
8
8ゐ
お
）
。
自
由
主
義

社
会
に
お
け
る
個
人
が
私
的
結
社
を
形
成
す
る
の
は
自
由
で
あ
り
、
同
時
に
個
人
が
加
入
し
た
私
的
結
社
と
の
関
係
を
継
続
す
る
か

ど
う
か
を
決
定
す
る
の
も
自
由
で
あ
る
。
個
々
人
の
良
心
お
よ
び
結
社
の
自
由
の
結
果
に
か
ん
し
て
は
、
政
府
は
中
立
的
立
場
を
保

た
ね
ば
な
ら
な
い
。
ク
カ
サ
ス
は
以
上
の
中
立
的
国
家
の
役
割
を
、
ゲ
ー
ム
の
ア
ン
パ
イ
ア
に
例
え
て
い
る
。
「
ア
ン
パ
イ
ア
で
あ

る
こ
と
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
そ
の
関
心
が
、
ゲ
l
ム
の
結
果
を
決
定
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
衝
突
や
問
題
が
生
じ
た
場
合
に
裁
定
を
下

し
て
ゲ
l
ム
を
続
け
さ
せ
る
こ
と
に
向
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
点
に
あ
る
」
。
こ
の
意
味
で
、
「
ゲ
l
ム
の
ア
ン
パ
イ
ア
は
中
立
的
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
（
関
口
S
F
8
8
8ゐ
ロ
）
。
こ
の
無
関
心
な
中
立
的
ア
ン
パ
イ
ア
の
も
と
で
、
文
化
共
同
体
は
各
々
の
良
心

の
自
由
に
従
い
、
自
力
で
白
文
化
の
存
続
と
繁
栄
を
目
指
す
こ
と
に
な
る
。
「
自
分
の
し
た
い
よ
う
に
、
好
き
に
す
れ
ば
よ
い
。
け

い
か
な
る
集
団
に
も
成
功
の
保
証
を
与
え
る
も
の
で
は
な
い
」
（
同
g
S
F
8
8
8
L
0
3
0

れ
ど
も
そ
れ
は
、

現代自由主義社会における寛容

（
五
）
私
的
結
社
と
し
て
の
少
数
派
文
化
に
は
、
内
的
制
約
と
し
て
の
少
数
派
文
化
権
が
認
め
ら
れ
る

対
外
的
制
約
と
は
対
照
的
に
、
内
部
の
異
論
の
も
た
ら
す
不
安
定
化
か
ら
集
団
を
保
護
す
る
た
め
の
少
数
派
文
化
権
｜
｜
内
的
制

約
l
l
lは
、
そ
れ
が
良
心
お
よ
び
結
社
の
自
由
の
一
部
で
あ
る
か
ぎ
り
認
め
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
キ
ム
リ
ッ
カ
と
異
な
り
、
か
り

に
構
成
員
の
自
律
を
抑
圧
す
る
よ
う
な
文
化
慣
習
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
人
々
の
良
心
お
よ
び
結
社
の
自
由
に
基
づ
い
て
い

る
の
で
あ
れ
ば
、
多
数
派
社
会
が
そ
れ
に
干
渉
す
る
こ
と
は
適
切
で
な
い
。
自
由
主
義
社
会
で
あ
る
こ
と
と
、
そ
の
内
部
に
反
リ
ベ

ラ
ル
な
少
数
派
文
化
を
含
む
こ
と
は
論
理
的
に
矛
盾
し
な
い
の
で
あ
る
。
「
自
由
主
義
社
会
の
諸
制
度
に
お
い
て
は
、
自
律
や
個
性

59 



を
軽
視
す
る
生
活
様
式
も
依
然
と
し
て
繁
栄
す
る
だ
ろ
う
」
（
同
C
E
S
S
5∞∞一

ga）
。
け
れ
ど
も
、
「
自
由
主
義
社
会
は
内
部
の
反
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リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
を
寛
容
す
べ
き
で
あ
る
」
（
同
C
E
S
S
8
8
L
N
O）
。
そ
れ
ゆ
え
、
「
自
由
な
社
会
と
は
自
由
な
社
会
あ
る
い
は
自
由

な
結
社
か
ら
成
る
社
会
の
こ
と
で
は
な
い
。
自
由
な
社
会
と
は
多
数
の
結
社
か
ら
成
る
社
会
で
あ
る
が
、
そ
の
す
べ
て
が
自
由
な
結

（ロ）

社
で
あ
る
｜
｜
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
そ
の
ひ
と
っ
た
り
も
自
由
な
結
社
で
あ
る
｜
｜
必
要
も
な
い
」
（
関
長
巳
F
8
8
8込∞）。

た
だ
し
、
文
化
共
同
体
は
構
成
員
に
自
律
を
認
め
な
く
と
も
、
離
脱
の
権
利
（
ω
ユ
m
z
z
a芹
）
は
認
め
る
必
要
が
あ
る
。
な
ぜ

な
ら
、
内
的
制
約
の
正
当
性
は
究
極
的
に
個
々
人
の
良
心
お
よ
び
結
社
の
自
由
に
基
づ
い
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
結
社
の
自
由
は
第

一
義
的
に
は
結
社
か
ら
の
離
脱
の
自
由
と
し
て
理
解
さ
れ
る
べ
き
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
構
成
員
が
こ
の
離
脱
の
権
利
を
保
障

さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
権
利
を
行
使
し
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
構
成
員
に
た
い
し
て
課
さ
れ
る
内
的
制
約
は
も
は
や
不

正
で
な
い
。
通
常
個
々
人
に
付
さ
れ
て
い
る
諸
権
利
ー

l
市
民
的
・
政
治
的
・
社
会
的
権
利
｜
｜
は
、
す
べ
て
こ
の
離
脱
の
権
利
か

ら
生
ま
れ
る
派
生
物
に
す
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
「
根
本
的
権
利
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
れ
〔
H

共
同
体
を
離
れ
る
権
利
〕
こ
そ
が
そ

れ
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
。
：
：
：
そ
れ
は
同
時
に
個
人
の
唯
一
の
根
本
的
権
利
で
あ
り
、
そ
の
ほ
か
の
諸
権
利
は
み
な
、
こ
の
根
本
的

権
利
の
派
生
物
か
、
共
同
体
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
」
（
関
戸
M
E
S
S
M
O
Sゐ∞）。

逆
に
言
え
ば
、
こ
の
離
脱
の
権
利
が
客
観
的
に
存
在
し
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
構
成
員
が
文
化
内
部
に
留
ま
る
な
ら
ば
、
構
成
員
の

自
律
を
抑
圧
す
る
よ
う
な
文
化
慣
習
で
あ
っ
て
も
国
家
が
そ
れ
に
干
渉
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
「
も
し
個
人
が
、
た
と
え
そ
の

人
に
退
出
す
る
自
由
が
あ
っ
た
と
し
て
も
あ
る
共
同
体
に
住
み
続
け
、
自
分
を
（
主
流
社
会
の
判
断
で
は
）
不
正
に
処
遇
す
る
慣
習

（日）

に
従
う
な
ら
、
そ
の
と
き
そ
の
不
正
義
に
た
い
す
る
我
々
の
心
配
は
な
く
な
る
」
員
長
－
m
p
g
S
S
R
Z
ω
）
。
そ
の
構
成
員
が
自
律

を
抑
圧
す
る
文
化
慣
習
に
黙
従
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
主
流
社
会
が
そ
の
慣
習
に
父
権
的
に
干
渉
す
る
な
ら
、
彼
ら
の
良
心

お
よ
び
結
社
の
自
由
を
尊
重
し
て
い
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
（
同
己
5
5
8
8
8ゐ
J

〉
口
白
）
。



つ
ぎ
の
よ
う
な
自
由
主
義
社
会
像
が
明
ら
か
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
結
社
か
ら
の
離

脱
の
自
由
を
備
え
た
個
々
人
の
も
と
で
、
対
外
的
に
は
保
護
や
支
援
を
要
求
し
え
な
い
が
対
内
的
に
は
構
成
員
の
自
律
を
抑
圧
し
う

る
私
的
結
社
と
し
て
の
文
化
が
並
存
す
る
寛
容
の
体
制
。
以
上
の
自
由
主
義
社
会
像
は
、
こ
れ
ま
で
度
々
国
家
に
帰
さ
れ
て
き
た

「
政
治
体
」
（
ぎ
身

3
5
E、
「
良
い
秩
序
の
社
会
」
（
当
色
l

。
E
2
a
g巳
丘
三
、
「
国
家
と
い
う
船
」
（
ω
E唱
え
ω至
。
）
の
よ
う
な

イ
メ
ー
ジ
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
。
そ
れ
は
「
相
互
的
寛
容
の
海
の
な
か
で
活
動
す
る
様
々
な
共
同
体
か
ら
成
る
群
島
と
し
て
の
社

会
：
：
：
諸
社
会
か
ら
成
る
社
会
で
あ
り
、
単
一
の
権
威
の
創
出
物
で
も
な
い
し
そ
の
管
理
下
に
も
な
い
」
（
同
g
E
S
S
M
o
g
υ
∞l
p

え・
N
O
l
N
）
。
そ
れ
は
住
み
分
け
を
本
質
と
す
る
社
会
で
あ
る
。
各
文
化
共
同
体
は
、
ほ
か
の
共
同
体
に
干
渉
し
な
い
代
わ
り
に
ほ
か

の
共
同
体
か
ら
の
干
渉
も
受
け
な
い
。
ク
カ
サ
ス
の
考
え
で
は
、
多
様
性
と
多
元
性
に
彩
ら
れ
る
現
代
自

（

M
）
 

由
主
義
社
会
を
描
写
す
る
も
っ
と
も
適
切
な
メ
タ
フ
ァ

l
は
、
こ
の
「
リ
ベ
ラ
ル
な
群
島
」
で
あ
る
。

以
上
の
ク
カ
サ
ス
の
議
論
を
要
約
す
る
と
、

現代自由主義社会における寛容

少数派文化権の是非

外的保護 内的制約

自律のリベラリズム
容認する 容認しない

（キムリッカ）

寛容のリベラリズム
容認しない 容認する

（クカサス）

表1

四

現
代
自
由
主
義
社
会
に
お
け
る
文
化
的
寛
容
の
諸
問
題

以
上
、
少
数
派
文
化
権
の
是
非
を
め
ぐ
る
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
陣
営
か
ら
の
応
答
と
し
て
、
キ
ム
リ
ッ
カ

と
ク
カ
サ
ス
の
議
論
を
取
り
上
げ
た
。

E
・
ギ
ル
が
適
切
に
要
約
し
て
い
る
よ
う
に
、
「
キ
ム
リ
ッ
カ
に

と
っ
て
は
自
律
に
独
立
の
価
値
が
あ
り
、
寛
容
の
政
治
は
そ
れ
に
役
立
つ
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
う
で
な

い
か
も
し
れ
な
い
。
一
方
で
ク
カ
サ
ス
に
と
っ
て
は
、
独
立
の
価
値
が
あ
る
の
は
寛
容
そ
の
も
の
で
あ

る
」
（
岳
山
－
M
O
O
T

也
也
）
。
こ
こ
で
、
両
者
の
立
場
を
少
数
派
文
化
権
の
是
非
と
の
関
連
で
整
理
す
る
な
ら
、

表
1
に
示
す
よ
う
に
な
る
。
第
一
節
で
取
り
上
げ
た
キ
ム
リ
ッ
カ
の
唱
え
る
自
律
の
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
は
、

集
団
を
外
部
の
決
定
に
よ
る
衝
撃
か
ら
保
護
す
る
こ
と
を
意
図
す
る
「
外
的
保
護
」
を
認
め
る
が
、
集
団
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を
内
部
の
異
論
の
も
た
ら
す
不
安
定
化
か
ら
保
護
す
る
こ
と
を
意
図
す
る
「
内
的
制
約
」
を
認
め
な
い
。
対
照
的
に
、
第
二
節
で
取

り
上
げ
た
ク
カ
サ
ス
の
唱
え
る
寛
容
の
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
は
、
「
外
的
保
護
」
を
認
め
な
い
が
「
内
的
制
約
」
を
認
め
る
。
こ
の
よ
う

い
か
な
る
少
数
派
文
化
権
を
認
め
、
ま
た
認
め
な
い
か
が
交
錯
し
て
い

62 

に
、
自
律
を
重
視
す
る
か
寛
容
を
重
視
す
る
か
に
応
じ
て
、

る
の
で
あ
る
。

本
節
で
は
、
以
上
の
概
観
を
も
と
に
、
現
代
自
由
主
義
社
会
に
お
け
る
文
化
的
寛
容
の
諸
問
題
に
取
り
組
ん
で
み
た
い
。
自
律
の

リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
を
採
用
す
る
こ
と
に
付
随
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て
は
別
の
機
会
で
論
じ
た
の
で
（
松
元
二
O
O
七
一
第
四
章
）
、
こ

こ
で
は
少
数
派
文
化
権
を
正
当
化
す
る
に
あ
た
り
寛
容
の
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
を
採
用
す
る
こ
と
に
付
随
す
る
諸
問
題
を
取
り
上
げ
て
み

よ
う
。
そ
れ
は
大
き
く
分
け
て
、
寛
容
の
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
が
（
一
）
外
的
保
護
を
認
め
な
い
こ
と
、
（
二
）
内
的
制
約
を
認
め
る
こ

と
に
関
わ
っ
て
い
る
。

（
一
）
承
認
未
満
の
寛
容

ク
カ
サ
ス
は
リ
ベ
ラ
ル
な
寛
容
の
理
念
を
重
視
す
る
こ
と
の
結
果
と
し
て
、
承
認
の
政
治
（

F
O
旬。－

E
g
ぇ
5
8
m巳
E

t
。
ロ
）
を
拒
絶
す
る
。
「
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
か
ら
の
忠
告
と
は
、
承
認
要
求
に
抵
抗
す
る
こ
と
で
あ
る
」
（
関
口

E
F
g
H
S？
S
3
0
た

し
か
に
ク
カ
サ
ス
も
、
現
在
の
自
由
主
義
国
家
で
承
認
要
求
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
否
定
は
し
な
い
。
そ
れ
は
例
え
ば
ス
リ
ラ
ン

第
一
に
、

カ
の
タ
ミ
l
ル
族
や
ス
ペ
イ
ン
の
バ
ス
ク
族
の
政
治
的
要
求
、
ラ
シ
ユ
デ
ィ

l
事
件
の
よ
う
な
事
例
に
お
い
て
明
白
で
あ
る
。
け
れ

ど
も
、
こ
の
よ
う
な
事
例
に
お
い
て
す
ら
、
自
由
主
義
国
家
は
「
承
認
の
政
治
」
で
は
な
く
「
無
関
心
の
政
治
」
に
固
執
す
べ
き
で

あ
る
。
リ
ベ
ラ
ル
な
政
体
は
「
承
認
を
要
求
す
る
様
々
な
集
団
や
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
あ
い
だ
の
競
合
す
る
主
張
を
融
和
さ
せ
よ

う
と
い
う
哲
学
的
試
み
を
示
し
て
い
な
い
。
代
わ
り
に
、
哲
学
的
観
点
で
は
い
か
な
る
解
決
も
可
能
で
な
い
の
で
、
試
み
な
い
方
が

良
い
と
想
定
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
そ
れ
が
推
奨
す
る
の
は
、
政
治
制
度
が
承
認
の
問
題
を
政
治
的
論
争
の
中
心
に
置
く
こ
と
を
拒
絶



す
る
よ
う
に
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」
（
関
口
－
8
5
8
N
C
C円
以
H

）。

ク
カ
サ
ス
が
こ
こ
ま
で
頑
な
に
承
認
の
政
治
に
抵
抗
す
る
こ
と
の
理
由
は
、
そ
れ
が
少
数
派
を
主
流
社
会
と
対
立
さ
せ
て
し
ま
う

の
み
な
ら
ず
、
少
数
派
同
士
を
対
立
さ
せ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。
「
承
認
を
要
求
す
る
者
に
承
認
を
与
え
よ
う
と
す
る
こ
と
は
、

ほ
と
ん
ど
つ
ね
に
危
険
な
こ
と
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
承
認
を
要
求
す
る
こ
と
は
し
ば
し
ば
、
ほ
か
の
同
様
の
要
求
あ
る
い
は
ほ

か
の
利
害
と
衝
突
す
る
か
ら
で
あ
る
。
：
：
：
／
問
題
は
、
多
文
化
主
義
の
政
治
が
承
認
の
政
治
に
変
容
す
る
と
き
、
そ
れ
が
た
だ
ち

に
利
害
を
め
ぐ
る
集
団
の
争
い
に
身
を
落
と
し
て
し
ま
う
こ
と
で
あ
る
」
（
同
C
E
S
8
8
8
h
M
g
l
H）
。
無
関
心
の
政
治
は
多
様
性

や
多
元
性
の
平
和
的
共
存
を
唯
一
の
目
標
と
す
る
。
逆
に
承
認
の
政
治
は
、
「
嫌
悪
や
否
認
や
憎
悪
と
結
び
つ
い
た
多
様
性
」
と
い

う
寛
容
の
環
境
に
お
い
て
、
文
化
集
団
同
士
の
衝
突
の
可
能
性
を
緩
和
す
る
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
悪
化
さ
せ
て
し
ま
う
が
た
め
に
、

ク
カ
サ
ス
に
と
っ
て
望
ま
し
い
も
の
と
は
映
ら
な
い
の
で
あ
る
。

現代自由主義社会における寛容

け
れ
ど
も
、
「
承
認
の
政
治
」
で
は
な
く
「
無
関
心
の
政
治
」
を
採
用
す
る
こ
と
が
諸
文
化
の
平
和
的
共
存
に
役
立
つ
と
い
う
の

は
本
当
で
あ
ろ
う
か
。
な
ぜ
な
ら
、

M
・
フ
ェ
ス
テ
ン
ス
タ
イ
ン
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
「
無
関
心
の
政
治
」
に
伴
う
法
律
や
公
共

政
策
の
非
中
立
的
結
果
こ
そ
、
集
団
関
の
衝
突
を
激
化
さ
せ
て
し
ま
う
と
考
え
る
こ
と
も
十
分
可
能
だ
か
ら
で
あ
る
（
司

g
窓口・

ω
Z
Z
8
8込
也
）
。
は
じ
め
に
確
認
し
た
よ
う
に
、
寛
容
の
環
境
に
は
「
多
様
性
の
存
在
」
に
加
え
て
「
権
力
の
不
均
衡
」
も
含
ま

れ
る
。
た
と
え
ば
、
現
代
国
家
は
数
々
の
ネ
イ
シ
ヨ
ン
・
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
の
事
業
を
通
じ
て
、
特
定
の
文
化
の
創
出
と
再
生
産
に
事

実
上
加
担
し
て
い
る
。
し
か
も
、
そ
れ
は
言
語
政
策
や
教
育
政
策
と
い
っ
た
、
現
代
国
家
が
避
け
て
は
通
れ
な
い
政
府
活
動
に
内
在

一
言
で
い
え
ば
、
現
代
国
家
が
多
数
派
・
少
数
派
を
問
わ
ず
、
あ
ら

し
て
い
る
の
で
あ
る
（
松
元

二
O
O
七
一
第
三
章
第
町
節
）
。

ゆ
る
文
化
に
「
無
関
心
」
で
あ
る
こ
と
は
実
質
的
に
不
可
能
で
あ
る
。

ク
カ
サ
ス
は
そ
れ
を
「
政
策
や
正
義
の
結
果
で
は
な
く
、
偶
然
や
歴
史
の
結
果
」
と
切
っ
て
捨
て
て
い
る
が
（
同
g
g
F
8
8
8
…

区
白
）
、
こ
う
言
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
無
関
心
の
政
治
が
平
和
的
共
存
に
資
す
る
こ
と
の
理
由
が
示
さ
れ
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
逆
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に
キ
ム
リ
ッ
カ
の
よ
う
に
、
少
数
派
文
化
権
の
擁
護
を
通
じ
て
、
か
え
っ
て
よ
り
安
定
的
な
社
会
的
統
合
が
果
た
さ
れ
る
と
論
じ
る

こ
と
も
十
分
に
可
能
な
の
で
あ
る
（
同
ヨ
ロ
腎

E
忌
忠
一
岳
・
汗
N
O
O
N
υ

岳
・
∞
認
の
・
印
）
。
畢
寛
、
ク
カ
サ
ス
は
こ
こ
で
、
寛
容
の
環
境

の
う
ち
「
多
様
性
の
存
在
」
に
注
意
を
払
う
あ
ま
り
、
「
権
力
の
不
均
衡
」
が
生
み
出
す
諸
問
題
に
取
り
組
む
こ
と
を
怠
っ
て
い
る

64 

よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
二
）
寛
容
の
限
界

第
二
の
論
点
に
お
い
て
、
ク
カ
サ
ス
は
逆
に
「
権
力
の
不
均
衡
」
に
注
意
を
払
う
あ
ま
り
、
「
多
様
性
の
存
在
」
が
生
み
出
す
諸

問
題
に
取
り
組
む
こ
と
を
怠
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
ク
カ
サ
ス
は
少
数
派
文
化
の
内
部
で
の
内
的
制

約
を
認
め
て
い
る
。
「
も
し
そ
う
し
た
共
同
体
や
結
社
の
構
成
員
が
、
そ
の
結
社
の
条
件
に
従
っ
て
生
活
し
続
け
た
い
と
望
む
な
ら
、

外
部
の
共
同
体
は
、
彼
ら
が
自
ら
の
権
利
の
範
囲
内
で
活
動
す
る
こ
と
を
妨
げ
る
い
か
な
る
介
入
の
権
利
も
な
い
」
（
関
長
旦
F
8

8
8込
∞
）
。
そ
の
結
果
、
ク
カ
サ
ス
は
離
脱
の
自
由
と
い
う
根
本
的
権
利
を
除
け
ば
、
現
代
自
由
主
義
社
会
が
許
容
し
う
る
寛
容
の

限
界
を
設
定
し
て
い
な
い
。
人
々
が
自
ら
の
文
化
に
黙
従
し
て
い
る
か
ぎ
り
、
そ
の
文
化
慣
習
が
抑
圧
的
で
あ
る
か
否
か
を
問
う
資

格
は
外
部
の
人
間
に
は
な
い
の
で
あ
る
。

ク
カ
サ
ス
が
内
的
制
約
を
認
め
る
理
由
は
、
特
定
の
文
化
慣
習
に
た
い
す
る
外
部
か
ら
の
チ
ェ
ッ
ク
が
、
少
数
派
の
良
心
お
よ
び

結
社
の
自
由
に
反
す
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
「
抑
圧
の
脅
威
は
少
数
派
共
同
体
内
部
と
同
じ
く
、
そ
の
外
部
か
ら
も
や
つ
て
く

る
」
（
閃
己
W一

（日）

る
抑
圧
を
回
避
す
る
た
め
の
必
要
悪
で
あ
る
口
「
さ
て
、
こ
れ
は
主
流
社
会
内
部
に
無
数
の
結
束
し
た
抑
圧
的
共
同
体
を
残
す
可
能

性
が
高
い
。
無
関
心
の
海
に
漂
う
暴
政
の
孤
島
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
暴
政
の
脱
中
心
化
の
方
が
好
ま
し
い
の
で
あ
る
。
そ

の
理
由
の
ひ
と
つ
は
、
あ
ら
ゆ
る
権
力
は
腐
敗
す
る
傾
向
に
あ
り
、
絶
対
権
力
は
絶
対
的
に
腐
敗
す
る
か
ら
で
あ
る
」
（
関
口

E
S
g



NOSLω
叶
）
。
リ
ベ
ラ
ル
な
寛
容
の
理
念
は
こ
の
絶
対
権
力
を
阻
止
す
る
た
め
の
防
波
堤
で
あ
り
、
少
数
派
文
化
へ
の
干
渉
を
少
し

で
も
認
め
る
な
ら
、
い
ず
れ
滑
り
や
す
い
坂
を
下
っ
て
絶
対
権
力
の
出
現
を
招
い
て
し
ま
う
。
ク
カ
サ
ス
に
と
っ
て
、
問
題
は
絶
対

的
介
入
か
絶
対
的
非
介
入
か
の
二
者
択
一
で
あ
り
、
そ
の
あ
い
だ
に
有
意
な
中
間
地
点
は
存
在
し
な
い
（
関
口

E
S
8
8
8
L
8・

H

封。し
か
し
、
少
数
派
文
化
に
こ
の
よ
う
な
フ
リ
l
ハ
ン
ド
の
権
力
を
認
め
る
こ
と
に
は
大
き
な
問
題
が
伴
う
。
た
と
え
ば
、
ク
カ
サ

ス
自
身
の
リ
ス
ト
を
引
け
ば
、
内
的
制
約
に
は
①
女
性
の
機
会
を
制
約
す
る
慣
習
（
財
産
権
の
否
定
や
教
育
の
制
限
、
強
制
結
婚
）
、

②
子
供
の
機
会
を
制
約
す
る
慣
習
（
外
部
社
会
か
ら
の
隔
絶
）
、
③
通
常
の
医
療
（
輸
血
等
）
を
否
定
す
る
慣
習
、
④
身
体
的
危
害

（
陰
核
切
除
や
儀
式
的
癒
痕
文
身
）
、
⑤
構
成
員
を
危
険
に
さ
ら
す
慣
習
（
成
人
式
の
一
種
）
、
⑥
動
物
の
残
酷
な
処
遇
、
⑦
非
人
道
的
な

刑
罰
の
慣
習
等
が
含
ま
れ
る
（

E
W
5
8
5
3
h
o）
。
ク
カ
サ
ス
が
支
持
す
る
寛
容
の
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
は
、
以
上
の
よ
う
な
｜
｜

一
部
に
は
現
代
自
由
主
義
社
会
に
お
い
て
明
白
に
禁
止
さ
れ
る
｜
｜
抑
圧
的
文
化
慣
習
を
も
認
め
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
場
合
、

B
・
バ
リ
l
が
言
、
つ
よ
う
に
、
ク
カ
サ
ス
の
支
持
す
る
「
公
的
寛
容
は
無
数
の
私
的
地
獄
を
作
り
出
す
公
式
と
な
っ
て
し
ま
う
」
か

も
し
れ
な
い
（
関
口
－
s
s
g
N
O
S
H
Hさ
よ
り
重
引
）
。

現代自由主義社会における寛容

け
れ
ど
も
、
バ
リ
l
の
批
判
は
ク
カ
サ
ス
自
身
の
言
葉
に
よ
っ
て
反
駁
で
き
る
。
と
い
う
の
も
、
結
局
の
と
こ
ろ
ク
カ
サ
ス
自
身

も
、
寛
容
の
対
象
と
な
る
内
的
制
約
の
但
し
書
き
と
し
て
、
い
か
な
る
私
的
結
社
も
「
奴
隷
化
や
身
体
的
抑
圧
を
禁
じ
る
リ
ベ
ラ
ル

な
規
範
」
、
す
な
わ
ち
「
『
残
酷
・
非
人
道
的
・
価
値
を
庇
め
る
処
遇
」
に
た
い
す
る
リ
ベ
ラ
ル
な
禁
止
」
に
は
服
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
（
同

Z
E
s
a
s
s
R
巴
∞
）
。
し
か
し
、
こ
の
但
し
書
き
自
体
は
一
体
ど
こ
か
ら
来
る
の
で
あ
ろ
う

か
。
こ
の
但
し
書
き
自
体
は
リ
ベ
ラ
ル
な
寛
容
の
理
念
に
訴
え
る
こ
と
か
ら
は
導
か
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
寛
容
の
限
界
に
つ
い
て

語
ろ
う
と
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
寛
容
以
外
の
理
念
に
訴
え
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
絶
対
的
介
入
と
絶
対
的
非
介
入

（口）

の
二
者
択
一
を
迫
る
結
果
、
ク
カ
サ
ス
は
自
ら
が
設
定
し
よ
う
と
す
る
寛
容
の
限
界
に
整
合
的
説
明
を
与
え
ら
れ
て
い
な
い
。
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以
上
指
摘
し
た
よ
う
に
、
寛
容
を
現
代
自
由
主
義
社
会
を
統
べ
る
根
本
的
理
念
と
見
な
す
ク
カ
サ
ス
の
議
論
は
、
「
承
認
未
満
の

寛
容
」
、
「
寛
容
の
限
界
」
の
異
論
に
聞
か
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
最
後
に
、
こ
の
異
論
に
対
処
す
る
た
め
の
文
化
的
寛
容
論

p
・
ジ
ョ

l
ン
ズ
が
近
年
提
唱
し
て
い
る
「
間
接
的
承
認
」
（
g
a
E
Z品
5
8
m巳
昨
日
。
ロ
）
論
を
試
論
的
に
取
り
上
げ
て
み

法学研究82巻8号（2009

と
し
て
、

た
い
（
』
。
ロ
g
N
C
C白
m
w
H
ω
O
l
N
N
C
C
∞
σ一
回

ω
ω
l
m
）。

ク
カ
サ
ス
も
認
識
し
て
い
る
と
お
り
、
「
寛
容
の
環
境
」
に
お
い
て
承
認
の
政
治
を
実
践
す
る
こ
と
に
は
あ
る
種
の

困
難
が
伴
う
。
な
ぜ
な
ら
、
寛
容
の
環
境
が
「
嫌
悪
や
否
認
や
憎
悪
と
結
び
つ
い
た
多
様
性
」
を
含
む
一
方
、
承
認
の
政
治
は
「
文

化
的
・
象
徴
的
変
革
を
通
じ
て
、
周
辺
集
団
の
軽
視
さ
れ
て
い
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
や
文
化
的
産
物
を
再
評
価
し
た
り
、
文
化
的

多
様
性
を
積
極
的
に
評
価
す
る
こ
と
」
（
同
ヨ
巳
宵
E
N
O
O
N
一お
ω
＼
四
八
一
二
）
を
目
指
す
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
「
嫌

悪
や
否
認
や
憎
悪
」
の
対
象
を
「
積
極
的
に
評
価
す
る
」
と
は
い
か
な
る
意
味
で
あ
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、
「
我
々
は
い
か
に
し
て

同
時
に
寛
容
し
な
が
ら
承
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
」

G
8
2
8
8
7
ロ∞）
D

た
し
か
に
、

こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、
ジ
ョ

1
ン
ズ
は
「
嫌
悪
や
否
認
や
憎
悪
」
の
対
象
と
「
積
極
的
評
価
」
の
対
象
を
分
離
す
る
。

我
々
が
少
数
派
の
文
化
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
寛
容
す
べ
き
で
あ
る
の
は
、
我
々
が
彼
ら
の
人
格
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
承
認

す
べ
き
だ
か
ら
で
あ
る
。
少
数
派
文
化
が
我
々
に
と
っ
て
と
き
に
嫌
悪
や
否
認
や
憎
悪
を
惹
起
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
を
寛
（日）

容
す
る
必
要
が
あ
る
の
は
、
文
化
の
担
い
手
で
あ
る
構
成
員
の
「
人
格
」
に
文
化
と
は
独
立
の
内
在
的
価
値
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
場
合
、
「
我
々
の
承
認
は
ま
ず
第
一
に
、
特
定
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
で
は
な
く
、
よ
り
一
般
的
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
向

け
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
承
認
の
一
般
性
こ
そ
、
我
々
が
承
服
し
が
た
い
特
定
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
寛
容
す
る
理
由
を

我
々
に
与
え
る
も
の
な
の
で
あ
る
」

G
8
2
8
8
7
ロ
也
）
。
重
要
な
点
は
、
こ
の
間
接
的
承
認
の
モ
デ
ル
に
お
い
て
、
我
々
の
積

極
的
評
価
は
文
化
の
内
在
的
価
値
で
は
な
く
、
そ
れ
が
構
成
員
に
と
っ
て
有
す
る
道
具
的
価
値
に
向
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ



（四）

る
（
』
。
ロ
2
8
0
8
h
H
ω
∞）。

現代自由主義社会における寛容

以
上
の
考
え
を
敷
街
す
る
な
ら
、
先
に
挙
げ
た
現
代
自
由
主
義
社
会
に
お
け
る
文
化
的
寛
容
の
諸
問
題
に
た
い
し
て
、
幾
つ
か
の

有
益
な
示
唆
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
に
、
「
寛
容
の
環
境
」
に
お
い
て
承
認
の
政
治
を
放
棄
し
、
無
関
心
の
政
治
に
撤
退
す

る
必
要
は
な
く
な
る
。
よ
り
正
確
に
言
え
ば
、
間
接
的
承
認
の
モ
デ
ル
に
お
い
て
、
国
家
は
文
化
の
内
在
的
価
値
に
は
無
関
心
だ
が
、

文
化
の
道
具
的
価
値
に
は
無
関
心
で
な
い
の
で
あ
る
。
リ
ベ
ラ
ル
な
寛
容
の
理
念
に
基
づ
く
中
立
的
国
家
と
い
う
ク
カ
サ
ス
の
主
張

を
受
け
入
れ
て
み
よ
う
。
け
れ
ど
も
、
ジ
ョ

l
ン
ズ
に
言
わ
せ
れ
ば
、
中
立
的
国
家
の
役
割
は
何
も
し
な
い
こ
と
で
は
な
く
、
む
し

ろ
多
数
派
が
少
数
派
に
た
い
し
て
行
使
す
る
権
力
を
防
止
す
る
た
め
の
枠
組
み
を
創
出
す
る
こ
と
を
含
む
も
の
で
あ
る

G
8
2

N
C
O
S
Lお
l
g一
色
・
松
元
二

O
O
七
一
第
三
章
第
V
節
）
。
間
接
的
承
認
の
モ
デ
ル
は
、
文
化
の
内
在
的
価
値
と
道
具
的
価
値
を
峻

別
す
る
こ
と
に
よ
り
、
寛
容
の
環
境
に
お
い
て
「
多
様
性
の
存
在
」
に
配
慮
し
な
が
ら
「
権
力
の
不
均
衡
」
を
是
正
し
う
る
一
方
策

を
提
示
し
て
い
る
。

第
二
に
、
間
接
的
承
認
の
モ
デ
ル
は
、
寛
容
の
限
界
を
設
定
す
る
場
合
に
必
要
な
寛
容
以
外
の
政
治
的
理
念
を
提
示
し
て
い
る
。

先
に
示
し
た
よ
う
に
、
ク
カ
サ
ス
は
、
内
的
制
約
を
行
使
す
る
私
的
結
社
も
「
残
酷
・
非
人
道
的
・
価
値
を
庇
め
る
処
遇
に
た
い
す

る
リ
ベ
ラ
ル
な
禁
止
」
に
は
服
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
。
け
れ
ど
も
、
こ
の
禁
止
命
令
自
体
は
リ
ベ
ラ
ル
な
寛
容
の
理

念
か
ら
は
導
か
れ
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
間
接
的
承
認
の
モ
デ
ル
に
お
い
て
、
文
化
的
寛
容
は
人
格
的
承
認
の
派
生
物
で
あ
る
。
言
葉

を
換
え
れ
ば
、
文
化
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
道
具
的
価
値
が
発
生
す
る
の
は
、
そ
れ
が
そ
も
そ
も
の
人
格
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

の
内
在
的
価
値
を
促
進
す
る
か
ら
で
あ
る
。
「
残
酷
・
非
人
道
的
・
価
値
を
庇
め
る
処
遇
」
は
こ
の
人
格
的
価
値
を
直
接
的
に
侵
害

す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
文
化
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
人
格
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
区
別
す
る
こ
の
モ
デ
ル
に
依
拠
す
る
こ
と
で
、

ー
ー
そ
の
一
線
の
引
き
方
は
聞
か
れ
た
聞
い
で
あ
る
と
は
い
え
｜
｜
現
代
自
由
主
義
社
会
に
お
け
る
寛
容
の
意
義
と
限
界
を
設
定
す

る
首
尾
一
貫
し
た
理
論
的
基
盤
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
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終
わ
り
に

68 

以
上
本
稿
で
は
、
現
代
自
由
主
義
社
会
に
お
け
る
文
化
的
寛
容
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
た
。
ク
カ
サ
ス
が
唱
え
る

寛
容
の
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
は
、
キ
ム
リ
ッ
カ
が
唱
え
る
自
律
の
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
（
第
二
節
）
と
は
裏
腹
に
、
外
的
保
護
と
し
て
の
少
数

派
文
化
権
は
認
め
な
い
が
内
的
制
約
と
し
て
の
少
数
派
文
化
権
は
認
め
る
（
第
三
節
）
。
し
か
し
彼
の
議
論
は
「
承
認
未
満
の
寛
容
」
、

「
寛
容
の
限
界
」
の
異
論
に
聞
か
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
本
稿
が
ク
カ
サ
ス
の
文
化
的
寛
容
の
モ
デ
ル
に
代
わ
っ
て
提
示
し
た
の
は
、

文
化
的
寛
容
を
人
格
的
承
認
の
派
生
物
と
捉
え
る
ジ
ョ

l
ン
ズ
の
「
間
接
的
承
認
」
の
モ
デ
ル
で
あ
っ
た
。
こ
の
モ
デ
ル
は
、
第
一

に
寛
容
と
承
認
の
あ
い
だ
の
一
見
し
た
と
こ
ろ
の
矛
盾
を
解
消
し
う
る
点
、
第
二
に
人
格
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
内
在
的
価
値
に

基
づ
い
て
寛
容
の
限
界
に
首
尾
一
貫
し
た
説
明
を
与
え
る
点
で
、
ク
カ
サ
ス
の
モ
デ
ル
よ
り
も
有
益
な
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る

（
第
四
節
）
。

最
終
的
に
、
外
的
保
護
と
し
て
の
少
数
派
文
化
権
に
一
定
の
正
当
性
を
認
め
、
内
的
制
約
と
し
て
の
少
数
派
文
化
権
に
一
定
の
留

保
を
付
し
て
い
る
点
で
、
本
稿
の
結
論
は
ク
カ
サ
ス
よ
り
は
キ
ム
リ
ッ
カ
の
立
場
に
近
い
。
そ
こ
で
最
後
に
、
キ
ム
リ
ッ
カ
の
唱
え

る
自
律
の
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
と
ジ
ョ

l
ン
ズ
の
唱
え
る
間
接
的
承
認
の
モ
デ
ル
の
違
い
を
明
ら
か
に
し
て
お
く
の
が
有
益
で
あ
ろ
う
。

第
一
に
、
人
格
性
の
理
念
は
自
律
と
い
う
カ
ン
ト
的
含
意
を
必
然
的
に
伴
う
わ
け
で
は
な
い
（
注
（
時
）
）
。
そ
れ
ゆ
え
第
二
に
、
間

接
的
承
認
の
モ
デ
ル
は
キ
ム
リ
ッ
カ
が
そ
う
す
る
よ
り
も
幅
広
い
文
化
慣
習
を
寛
容
す
る
可
能
性
が
高
い
。
第
三
に
、
こ
れ
と
関
連

し
て
、
そ
れ
は
キ
ム
リ
ッ
カ
の
自
律
の
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
と
比
較
し
て
、
少
数
派
の
文
化
慣
習
に
干
渉
す
る
リ
ス
ク
を
削
減
し
う
る
。

こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
別
稿
で
の
検
討
に
委
ね
た
い
。



現代自由主義社会における寛容

（1
）
本
稿
の
一
部
は
、
句
。
z
t
gこ
U
F
出。
ω。
司
芝
研
究
会
、
東
京
大
学
（
二

O
O
八
年
七
月
一
九
日
）
、

N
昆
色
。

g
－n。
ぇ

2
8
8
H

冨
巳
同
庁
己

Z
Sロ
ω
B－
。
。
口
出
ゅ
の
ご
百
品
切
色
。
ロ
何
回
口
m－
C
E
4
0
3伊丹
一
司

aounra－
C
同
（
印
∞
O
司件。自
σ
o
p
N
C
C∞
）
、
ク
オ
・
ヴ
ァ
デ
ィ
ス
、

慶
慮
義
塾
大
学
（
二

O
O
八
年
九
月
二
七
日
）
、
お
よ
び
日
本
政
治
学
会
ニ

O
O
八
年
度
研
究
会
、
関
西
学
院
大
学
（
二

O
O
八
年
一

O

月
一
二
日
）
の
機
会
で
報
告
し
た
原
稿
を
も
と
に
し
て
い
る
。
い
ず
れ
の
機
会
に
お
い
て
も
、
報
告
時
の
質
疑
応
答
に
お
い
て
諸
先
生
方

か
ら
有
益
な
ご
批
判
・
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
け
た
こ
と
に
深
く
御
礼
と
感
謝
の
念
を
表
し
た
い
。

（2
）
も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
、
ロ

l
ル
ズ
が
名
づ
け
る
「
正
義
の
環
境
」
宮
町

ggEω
ロ
8ω
。
ご
ロ

ω貸
出
）
を
踏
襲
し
た
議
論
で
あ
る
。
ち
な

み
に
、
ロ
ー
ル
ズ
が
「
正
義
の
環
境
」
と
し
て
特
定
す
る
も
の
は
、
客
観
的
環
境
と
し
て
の
「
穏
や
か
な
希
少
性
と
い
う
条
件
」
と
、
主

観
的
環
境
と
し
て
の
「
利
害
の
対
立
と
い
う
条
件
」
で
あ
っ
た
（
同
ω
乏
ω
足
立

U
R－
N
N
）。

（3
）
現
在
導
入
が
図
ら
れ
て
い
る
少
数
派
文
化
権
と
し
て
は
、
以
下
の
よ
う
な
種
類
が
あ
る
。
①
免
除
｜
｜
文
化
慣
習
を
禁
止
す
る
な
ど

文
化
的
少
数
派
に
不
利
と
な
る
よ
う
な
法
律
や
規
則
の
適
用
を
免
除
す
る
こ
と
。
②
支
援
｜
｜
文
化
の
維
持
・
繁
栄
、
文
化
的
少
数
派
の

社
会
的
地
位
の
向
上
を
目
的
と
し
て
、
多
数
派
に
は
認
め
ら
れ
な
い
特
別
な
国
家
的
支
援
・
財
政
援
助
を
行
う
こ
と
。
③
自
治
ー

l
文
化

的
少
数
派
に
一
定
地
域
内
の
自
治
権
を
与
え
る
こ
と
。
④
外
的
規
制
｜
｜
文
化
慣
習
を
保
護
す
る
た
め
、
文
化
的
少
数
派
に
属
さ
な
い

人
々
の
自
由
を
一
部
制
限
す
る
こ
と
。
⑤
内
的
規
制
｜
｜
文
化
慣
習
を
保
護
す
る
た
め
、
文
化
的
少
数
派
に
属
す
る
人
々
の
自
由
を
一
部

制
限
す
る
こ
と
。
⑥
承
認
／
施
行
｜
｜
刑
法
・
家
族
法
・
土
地
法
な
ど
に
お
け
る
文
化
的
少
数
派
の
伝
統
的
な
法
律
や
規
則
の
施
行
を
認

め
る
こ
と
。
⑦
代
表
｜
｜
議
会
・
裁
判
所
な
ど
に
お
け
る
文
化
的
少
数
派
の
代
表
枠
を
保
障
す
る
こ
と
。
⑧
シ
ン
ボ
ル
的
要
求
｜
｜
少
数

派
文
化
の
価
値
や
地
位
、
存
在
を
公
式
的
に
認
知
・
促
進
す
る
こ
と
。
詳
し
く
は
松
元
二

O
O
七
一
第
一
章
第
V
節
を
参
照
。

（4
）
あ
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
キ
ム
リ
ッ
カ
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。
「
カ
ナ
ダ
で
育
つ
者
に
と
っ
て
、
少
数
派
の
権
利
の
問
題
を

避
け
て
通
る
こ
と
は
難
し
い
。
私
が
子
供
な
が
ら
に
は
っ
き
り
と
覚
え
て
い
る
最
初
の
政
治
的
記
憶
は
一
九
七
0
年
代
前
半
に
さ
か
の
ぼ

る
が
、
そ
れ
は
た
ま
た
ま
ケ
ベ
ッ
ク
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
先
住
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の
政
治
的
動
員
の
双
方
が
復
活
し
た
時
期
と
一
致
し
て

い
る
。
覚
え
て
い
る
か
ぎ
り
、
当
時
ケ
ベ
ッ
ク
で
は
分
離
独
立
の
明
白
な
脅
戚
が
存
在
し
て
い
た
し
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の
状
況
も
カ
ナ
ダ

の
圏
内
的
・
国
際
的
恥
部
の
最
大
の
要
因
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
こ
う
し
た
少
数
派
に
た
い
し
て
は
何
ら
か
の
特
別
な
対
処
が
必
要
で
あ

る
と
い
う
感
覚
を
も
ち
な
が
ら
私
は
育
っ
た
の
で
あ
る
。
／
け
れ
ど
も
、
私
が
哲
学
的
問
題
と
し
て
少
数
派
の
権
利
に
関
心
を
も
つ
よ
う

に
な
っ
た
の
は
、
よ
う
や
く
一
九
八
0
年
代
半
ば
の
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
院
時
代
の
こ
と
で
あ
る
。
当
時
私
は
幾
人
か
の
英
語
圏
で
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も
っ
と
も
卓
越
し
た
政
治
理
論
家
｜
｜
ロ
ナ
ル
ド
・
ド
ゥ
オ

l
キ
ン
、
ス
テ
ィ

l
ヴ
ン
・
ル

l
ク
ス
、

G
・
A
－コ

l
エ
ン
、
ジ
ョ
セ

フ
・
ラ
ズ
ー
ー
ー
の
講
義
に
出
席
し
て
い
た
。
彼
ら
は
リ
ベ
ラ
ル
な
政
治
理
論
、
と
り
わ
け
分
配
的
正
義
に
つ
い
て
の
リ
ベ
ラ
ル
な
平
等
主

義
理
論
、
当
時
ち
ょ
う
ど
勃
興
し
つ
つ
あ
っ
た
リ
ベ
ラ
ル
と
『
コ
ミ
ユ
ニ
タ
リ
ア
ン
」
の
論
争
に
つ
い
て
講
義
を
行
っ
て
い
た
。
私
は
彼

ら
の
リ
ベ
ラ
ル
な
平
等
主
義
に
つ
い
て
の
仕
事
に
非
常
に
感
銘
を
受
け
、
興
奮
し
た
し
、
彼
ら
が
コ
ミ
ユ
ニ
タ
リ
ア
ニ
ズ
ム
を
棄
却
す
る

こ
と
に
も
完
全
に
賛
成
だ
っ
た
。
私
の
考
え
で
は
、
彼
ら
は
個
人
の
自
律
と
資
源
の
平
等
と
い
う
リ
ベ
ラ
ル
な
発
想
を
説
明
し
擁
護
し
よ

う
と
す
る
す
ば
ら
し
い
仕
事
を
果
た
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
／
あ
る
日
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
テ
イ
ラ
ー
が
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
た
め
オ
ッ
ク

ス
フ
ォ
ー
ド
を
訪
れ
、
彼
独
特
の
コ
ミ
ユ
ニ
タ
リ
ア
ニ
ズ
ム
を
披
露
し
た
。
私
は
そ
の
前
か
ら
彼
の
仕
事
に
つ
い
て
知
っ
て
い
て
、
ほ
か

の
コ
ミ
ユ
ニ
タ
リ
ア
ン
と
同
様
、
彼
に
も
賛
成
し
か
ね
て
い
た
。
け
れ
ど
も
、
そ
の
話
の
な
か
で
、
テ
イ
ラ
ー
は
カ
ナ
ダ
政
治
を
論
じ
る

こ
と
か
ら
始
め
、
コ
ミ
ユ
ニ
タ
リ
ア
ニ
ズ
ム
だ
け
が
ケ
ベ
ッ
ク
や
先
住
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の
よ
う
な
集
団
の
特
別
な
権
利
を
擁
護
し
う
る
の

だ
と
論
じ
た
。
私
は
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
出
席
し
て
い
る
ド
ゥ
オ
l
キ
ン
や
ほ
か
の
リ
ベ
ラ
ル
な
理
論
家
が
そ
の
点
に
つ
い
て
彼
に
異
議

を
唱
え
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
が
、
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。
彼
ら
も
ま
た
、
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
が
そ
う
し
た
特
別
な
権
利
を
排
除
す
る
と

い
う
点
で
テ
イ
ラ
ー
に
同
意
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
私
を
ひ
ど
く
困
惑
さ
せ
る
も
の
だ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
私
は
リ
ベ
ラ
ル
な
平
等
主

義
的
正
義
論
に
強
く
引
か
れ
て
い
た
が
、
同
時
に
正
義
は
ケ
ベ
ッ
ク
や
先
住
民
に
た
い
す
る
何
ら
か
の
『
特
別
な
地
位
』
を
要
求
す
る
と

い
う
前
提
で
育
っ
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
私
は
、
自
分
の
見
方
に
あ
る
こ
の
一
見
し
た
と
こ
ろ
の
矛
盾
を
整
理
す
る
必
要
を
感
じ
た
。
そ

こ
で
、
政
府
向
け
に
再
生
産
技
術
に
つ
い
て
の
仕
事
を
何
年
か
こ
な
し
た
こ
と
を
除
い
て
は
、
そ
れ
以
来
こ
れ
が
私
の
研
究
の
主
要
領
域

と
な
っ
た
の
で
あ
る
」
（
同
ヨ
昆
片
－

gm百
円
四
冨
ω広ロ

5
3一
Hale。

（
5
）
以
下
の
議
論
に
つ
い
て
の
よ
り
詳
し
い
説
明
は
松
元
二

O
O七
一
第
四
章
第
I
節
を
参
照
。

（6
）
リ
ベ
ラ
ル
な
自
律
の
理
念
と
少
数
派
の
文
化
慣
習
が
衝
突
す
る
事
例
と
し
て
、
キ
ム
リ
ッ
カ
は
以
下
の
も
の
を
挙
げ
て
い
る
。
①
カ

ナ
ダ
の
フ
ッ
タ

l
派
が
棄
教
を
理
由
に
追
放
し
た
元
信
者
に
た
い
し
て
、
コ
ロ
ニ
ー
の
財
産
の
取
り
分
の
拠
出
を
拒
ん
だ
事
例
（
間
百
回
目

出
会

ω
5
8
L
E
l
N＼
二
四

O
｜
二
四
一
一

NOONい
お
斗

l∞
＼
三
四
五
l
一
一
一
四
六
）
。
②
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
ア
マ
ン
派
が
集
団
内
の
子
供
に

た
い
す
る
一
六
歳
ま
で
の
義
務
教
育
を
拒
ん
だ
事
例
（
同
司
自
民
会

ω
5
8
L
S＼
二
四
一
ー
ー
二
四
二
一

NOON一
お
∞
＼
三
四
六
｜
三
四
七
）
。

③
ア
メ
リ
カ
・
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の
プ
エ
プ
ロ
族
が
部
族
信
教
を
信
仰
し
な
い
構
成
員
を
差
別
し
、
住
宅
補
助
の
支
給
を
拒
む
な
ど
し
て
き

た
事
例
（
同
ヨ
ロ
ロ
の
w
m
H也也町一

ω
P
H
m
ω
L
a宅
五
七
、
二
二
七
、
二
四
七
）
。
④
カ
ナ
ダ
・
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の
コ
ー
ス
ト
・
セ
イ
リ
ッ
シ
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ユ
族
が
同
じ
部
族
の
成
員
に
た
い
し
て
イ
ニ
シ
エ

l
シ
ヨ
ン
儀
式
を
強
要
し
た
事
例
（
同
ヨ
ロ
ロ
。
－
S
H匂
匂
町
一
品
企
六
三
）
。

（7
）
マ
レ
ー
シ
ア
生
ま
れ
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
立
大
学
歴
史
学
・
政
治
学
学
士
、
ニ
ュ

l
サ
ウ
ス
ウ
ェ

l
ル
ズ
大
学
政
治
学
修
士
、
オ

ツ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
政
治
学
博
士
。
王
立
陸
軍
大
学
（
キ
ャ
ン
ベ
ラ
）
、
ユ
タ
大
学
等
を
経
て
、
現
在
ロ
ン
ド
ン
大
学
教
授
。
ク
カ
サ

ス
は
自
身
の
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
と
多
文
化
主
義
へ
の
関
心
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
回
顧
し
て
い
る
。
「
本
書
は
文
化
的
多
様
性
に
い
か
に
政
治
的

に
応
答
す
る
か
に
つ
い
て
の
哲
学
的
著
作
で
あ
る
。
こ
う
し
た
問
題
へ
の
私
の
関
心
は
家
族
経
験
が
口
火
と
な
っ
た
。
私
は
ジ
ャ
フ
ナ
の

タ
ミ
l
ル
人
と
し
て
一
九
六

0
年
代
に
マ
レ
ー
シ
ア
で
育
っ
た
の
だ
が
、
そ
の
時
に
言
わ
れ
た
の
は
、
我
々
が
先
住
民
人
種
に
属
さ
な
い

の
で
、
プ
ミ
プ
ト
ラ
す
な
わ
ち
「
現
地
人
』
で
あ
る
マ
レ

l
人
と
同
じ
機
会
を
受
け
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
こ
れ
は
不
公

正
に
思
わ
れ
た
。
そ
の
理
由
は
、
私
が
マ
レ
ー
シ
ア
人
と
し
て
、
マ
レ
l
半
島
に
生
ま
れ
た
両
親
（
と
両
方
の
祖
父
母
）
の
も
と
に
生
ま

れ
た
か
ら
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
こ
う
な
っ
て
し
ま
う
と
、
世
界
の
ど
こ
に
移
住
し
よ
う
と
も
、
我
々
は
『
現
地
人
』
に
な
れ
な
い
か
ら

で
あ
る
O
i
－
－
－
こ
う
し
た
家
族
経
験
は
、
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
の
政
治
を
考
え
る
さ
い
、
つ
ね
に
私
の
な
か
で
重
要
な
試
金
石
と
な
っ
て
い
た
。

お
そ
ら
く
こ
れ
が
、
エ
ス
ニ
ッ
ク
な
レ
ッ
テ
ル
張
り
、
エ
ス
ニ
ッ
ク
な
政
治
一
般
に
た
い
し
て
私
が
長
く
抱
い
て
い
る
反
感
の
源
泉
と
な

っ
て
い
る
」
（
関
口
W
丘
町
冨
ω
N
C
C
ω

口町）。

（
8
）
関
口
】

s
s
g
H
S
N
R
H
H
O
L
S
3
L
S
な
ど
を
参
照
。

（9
）
こ
の
主
張
に
た
い
し
て
キ
ム
リ
ッ
カ
は
、
ミ
ッ
レ
ト
体
制
下
の
反
リ
ベ
ラ
ル
な
寛
容
モ
デ
ル
を
引
き
合
い
に
出
し
な
が
ら
、
リ
ベ
ラ

リ
ズ
ム
を
特
徴
づ
け
る
も
の
は
あ
く
ま
で
も
自
律
で
あ
り
、
寛
容
そ
れ
自
体
は
そ
の
派
生
物
で
し
か
な
い
と
再
反
論
し
て
い
る
。
「
リ
ベ

ラ
ル
な
寛
容
を
そ
れ
以
外
の
寛
容
か
ら
区
別
し
て
い
る
の
は
、
ま
さ
に
、
そ
れ
が
自
律
を
基
本
的
価
値
と
し
て
受
容
し
て
い
る
こ
と
｜
｜

す
な
わ
ち
、
諸
個
人
は
自
ら
が
現
在
抱
い
て
い
る
諸
目
的
に
つ
い
て
自
由
に
評
価
を
下
す
こ
と
が
で
き
、
場
合
に
よ
っ
て
は
そ
れ
ら
を
修

正
す
る
こ
と
も
で
き
る
べ
き
だ
、
と
い
う
考
え
方
ー
ー
で
あ
る
」
（
間
百
巳

W
5
5
8
L
g＼
二
三
五
一

MOONHNωMlN＼
三
三
七
）
。
け
れ

ど
も
、
こ
の
再
反
論
が
成
功
し
て
い
る
と
は
思
わ
れ
な
い
。
そ
れ
は
単
純
に
、
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
に
お
い
て
自
律
が
必
須
概
念
か
ど
う
か
が

問
題
と
な
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
の
に
、
「
自
律
と
い
う
基
本
的
価
値
を
受
容
し
て
い
る
こ
と
」
が
「
リ
ベ
ラ
ル
な
寛
容
を
そ
れ
以
外
の

寛
容
か
ら
区
別
し
て
い
る
」
も
の
で
あ
る
と
宣
言
す
る
の
は
論
点
先
取
に
ほ
か
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

（
叩
）
ロ

l
ル
ズ
は
当
初
、
自
律
を
維
持
・
発
展
さ
せ
る
こ
と
は
道
徳
的
人
格
に
と
っ
て
の
「
最
高
次
の
利
益
」
の
ひ
と
つ
で
あ
る
と
述
べ

て
い
た
（
同
md
ユω
忌∞
O
H
F
2・
Hω
ゅの－
A
F

）
。
し
か
し
後
期
に
な
っ
て
、
彼
は
以
前
に
カ
ン
ト
的
自
律
に
あ
ま
り
に
も
大
き
く
重
心
を
置
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8) 

き
す
ぎ
た
こ
と
を
修
正
し
、
正
義
の
構
想
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
政
治
的
に
限
定
す
る
。
「
公
正
と
し
て
の
正
義
は
何
ら
か
の
政
治
的
徳
｜
｜

礼
節
や
寛
容
の
徳
と
い
っ
た
公
正
な
社
会
的
協
働
の
徳
、
ま
た
道
理
性
や
公
正
の
感
覚
と
い
っ
た
徳
ー
ー
に
つ
い
て
の
説
明
を
含
ん
で
い

る
。
決
定
的
な
点
は
、
こ
う
し
た
徳
を
あ
る
政
治
的
構
想
の
な
か
に
認
め
る
こ
と
は
、
包
括
的
教
説
に
か
ん
す
る
車
越
主
義
的
国
家
を
導

く
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」
（
同
ω当
Z
5也弁

se。
ク
カ
サ
ス
と
ロ

l
ル
ズ
の
政
治
的
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
比
較
に
つ
い
て

は
わ
g
巳
ω
N
0
0
9
8
l
a
を
参
照
。
た
だ
し
正
確
に
は
、
『
政
治
的
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
』
に
至
っ
て
も
、
ロ
ー
ル
ズ
が
リ
ベ
ラ
ル
な
自
律
の

理
念
そ
の
も
の
を
放
棄
し
た
わ
け
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
ロ
ー
ル
ズ
は
自
律
の
範
囲
を
政
治
的
な
意
味
に
限
定
す
る
こ
と
で
、

公
的
領
域
に
お
け
る
リ
ベ
ラ
ル
の
要
請
と
私
的
領
域
に
お
け
る
コ
ミ
ユ
ニ
タ
リ
ア
ン
の
要
請
を
両
立
さ
せ
よ
う
と
し
た
と
の
解
釈
も
あ
る

（
広
・
同
司
自
民
の
wmwH由也印いの『・∞
ω。。・
N
N
O
O
N
－
Faω
ゅの・斗）。

（
日
）
こ
の
点
か
ら
、
ク
カ
サ
ス
は
自
発
性
／
非
自
発
性
の
基
準
か
ら
民
族
的
少
数
派
と
移
民
と
を
区
別
す
る
キ
ム
リ
ッ
カ
に
も
批
判
的
で

あ
る
（
同
c
w
m
p
g
N
O
S
H
∞
OlhTHS1ω
一
色
・
松
元
二

O
O七
一
一
五
六
注
三
）
。

（
ロ
）
具
体
的
に
ク
カ
サ
ス
は
、
①
結
婚
相
手
や
職
業
、
居
住
地
の
選
択
に
厳
し
い
制
約
を
課
す
規
定
を
も
っ
統
一
教
会
の
例
、
②
指
揮
系

統
に
従
い
上
司
へ
の
厳
格
な
服
従
を
必
要
と
す
る
軍
隊
組
織
、
③
構
成
員
の
あ
い
だ
で
の
政
治
的
自
由
を
制
限
す
る
政
党
組
織
、
④
ス
ト

ラ
イ
キ
等
で
プ
レ
イ
の
自
由
を
制
約
さ
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
組
織
の
例
を
挙
げ
て
い
る
（
閃
z
w
g
v
S
M
o
g
H
8
1
5。

（
日
）
も
ち
ろ
ん
問
題
の
ひ
と
つ
は
、
離
脱
の
権
利
に
付
随
す
る
コ
ス
ト
に
つ
い
て
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
離
脱
の
自
由
は
あ
る
が
そ
の
対

価
が
あ
ま
り
に
も
高
く
つ
く
た
め
、
あ
る
結
社
内
に
留
ま
り
続
け
ざ
る
を
え
な
い
よ
う
な
場
合
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
こ
の
点
に
か
ん
し
て
、

彼
の
回
答
と
は
、
率
直
に
コ
ス
ト
は
度
外
視
し
て
構
わ
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
「
こ
の
異
論
に
た
い
す
る
回
答
は
、
離
脱
が
極
度
の

コ
ス
ト
を
伴
う
と
い
う
点
を
否
定
す
る
こ
と
で
は
な
い
。
単
純
に
、
事
実
離
脱
が
コ
ス
ト
を
伴
う
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
点
を
承
認
す
る

こ
と
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
個
々
人
は
依
然
と
し
て
そ
の
コ
ス
ト
を
負
う
か
負
わ
な
い
か
を
決
定
す
る
自
由
が
あ
る
。
コ
ス
ト
の
大
き
さ

は
こ
の
自
由
に
影
響
を
与
え
な
い
」
（
関
口
－
s
S
S
M
o
g
Lミ）。

（
日
）
ク
カ
サ
ス
は
以
上
の
「
リ
ベ
ラ
ル
な
群
島
」
モ
デ
ル
を
、
国
際
社
会
の
規
範
を
囲
内
社
会
の
規
範
に
反
映
さ
せ
る
モ
デ
ル
と
し
て
提

示
し
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
「
国
際
社
会
は
：
：
：
本
質
的
に
最
大
限
に
寛
容
な
体
制
で
あ
り
、
主
権
の
教
義
は
本
質
的
に
寛
容
の
教
義
で

も
あ
る
」
か
ら
で
あ
る
（
同
c
w
m
S
8
8
8
L
8・
広
・
お
い
斗
lpω
印
la）。

（
日
）
ク
カ
サ
ス
は
ア
ボ
リ
ジ
ニ
に
同
化
を
迫
っ
た
例
を
挙
げ
、
リ
ベ
ラ
ル
な
自
律
の
理
念
を
文
化
的
少
数
派
に
強
制
す
る
こ
と
の
危
険
性
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を
指
摘
し
て
い
る
（
同
g
－S
F
8
8
2込
汗
N
c
c
w
z
a）。

（
日
）
た
だ
し
、
こ
の
ク
カ
サ
ス
の
指
摘
に
た
い
し
て
キ
ム
リ
ッ
カ
は
、
内
的
制
約
が
放
棄
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
す
る
こ
と
と
、
内

的
制
約
の
放
棄
を
迫
る
こ
と
と
は
別
で
あ
る
と
論
じ
て
い
る
。
リ
ベ
ラ
ル
は
「
多
数
派
は
少
数
派
の
共
同
体
内
で
の
個
人
権
の
侵
害
を
阻

む
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
い
う
事
態
と
共
存
し
て
い
く
こ
と
を
学
ば
ね
ば
な
ら
な
い
。
「
こ
れ
は
ち
ょ
う
ど
、
彼
ら
が
反
リ
ベ
ラ
ル
な
法

律
を
持
つ
他
国
と
共
存
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
と
同
じ
こ
と
な
の
で
あ
る
」
（
閃
可
自
民
。
－

8
5
8
L
S＼
二
五
二
。
興
味
深
い

こ
と
は
、
こ
こ
で
キ
ム
リ
ツ
カ
が
ク
カ
サ
ス
の
「
リ
ベ
ラ
ル
な
群
島
」
と
同
じ
く
国
際
社
会
と
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
を
用
い
て
い
る
点
で
あ
る

（
注
（
日
）
を
参
照
）
。
ク
カ
サ
ス
は
、
キ
ム
リ
ッ
カ
が
実
質
的
に
自
律
を
放
棄
し
て
寛
容
の
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
に
譲
歩
し
た
と
見
な
し
て
い
る

が
（
関
口
｝

S
S
8
8
8
L
g
l
g、
右
の
意
味
で
キ
ム
リ
ッ
カ
が
ク
カ
サ
ス
の
「
リ
ベ
ラ
ル
な
群
島
」
モ
デ
ル
に
接
近
し
て
い
る
こ
と
は

否
定
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

（
口
）
ク
カ
サ
ス
自
身
も
こ
の
こ
と
を
意
識
し
て
い
る
。
し
か
し
彼
が
そ
こ
で
採
る
道
は
、
リ
ベ
ラ
ル
な
寛
容
の
理
念
を
緩
和
す
る
こ
と
で

は
な
く
、
む
し
ろ
強
化
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
彼
は
以
前
の
但
し
書
き
を
事
実
上
撤
回
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
身
の
理
論
的
整
合
性
を
保

と
う
と
す
る
の
で
あ
る
（
え
・
。
w宮
N
O
O
N
一N
E
l
m
）
。
し
か
し
そ
の
帰
結
は
、
理
論
的
一
貫
性
に
代
え
て
実
践
的
妥
当
性
を
犠
牲
に
す
る

こ
と
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
あ
る
書
評
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
「
ク
カ
サ
ス
は
陰
核
切
除
の
よ
う
な
慣
習
が
、
と
き
に
は
非

常
に
若
い
子
供
た
ち
に
、
計
り
知
れ
な
い
苦
し
み
と
死
さ
え
も
引
き
起
こ
し
う
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
主
流
社
会
は

こ
う
し
た
子
供
た
ち
を
保
護
す
る
た
め
介
入
す
べ
き
で
な
い
と
考
え
て
い
る
。
こ
こ
で
も
ま
た
、
彼
の
回
答
は
理
論
構
造
内
部
で
は
矛
盾

し
て
い
な
い
。
け
れ
ど
も
、
現
実
世
界
で
は
、
こ
れ
は
脆
弱
な
人
々
を
苦
し
む
ま
ま
に
放
置
し
て
い
る
。
こ
れ
は
政
治
理
論
の
観
点
か
ら

は
正
当
化
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
お
そ
ら
く
倫
理
的
根
拠
か
ら
は
正
当
化
き
れ
な
い
だ
ろ
う
」
（
同

5
おロ
N
C
C
丹

2
0）。

（
時
）
何
が
「
人
格
」
（
唱

2
8
5
を
構
成
す
る
か
に
つ
い
て
、
ジ
ョ

l
ン
ズ
は
そ
れ
ほ
ど
厳
密
な
答
え
を
提
示
し
て
い
な
い
。
「
我
々
は

「
人
格
』
か
ら
特
別
に
カ
ン
ト
的
合
意
を
取
り
払
う
こ
と
が
で
き
る
し
、
そ
れ
で
も
こ
の
仕
事
を
果
た
す
こ
と
の
で
き
る
道
徳
的
カ
テ
ゴ

リ
ー
は
残
さ
れ
て
い
る
。
我
々
に
必
要
な
こ
と
は
、
そ
の
独
自
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
含
む
人
々
に
と
っ
て
大
切
な
も
の
を
真
剣
に
取

り
扱
う
に
足
る
理
由
を
我
々
に
提
供
す
る
説
明
の
も
と
で
、
人
々
を
承
認
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
『
人
間
」
と
い
う
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
も
、
そ
れ
を
単
な
る
生
物
学
的
記
述
で
は
な
く
道
徳
的
合
意
を
負
っ
た
概
念
と
し
て
理
解
す
る
な
ら
、
こ
の
役
割
を
果
た
す
こ

と
が
で
き
る
。
あ
る
い
は
『
平
等
な
道
徳
的
地
位
を
も
っ
存
在
』
あ
る
い
は
「
尊
重
に
値
す
る
存
在
」
の
よ
う
な
よ
り
拡
張
的
な
説
明
の
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